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一　

緒
言

　

近
世
に
お
け
る
北
方
（
蝦
夷
・
奥
羽
）
あ
る
い
は
東
国
へ
の
、
中
央
（
幕
府
・
諸
藩
）
が
抱
く
辺
境
・
境
界
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
は
、
中
世
的
な

枠
組
を
継
承
し
つ
つ
も
、
特
に
現
在
の
北
海
道
以
北
に
つ
い
て
は
、
シ
ャ
ク
シ
ャ
イ
ン
の
戦
い
（
寛
文
九
〈
一
六
六
九
〉
年
）
や
、
十
八
世
紀

後
半
の
対
露
問
題
を
経
験
す
る
こ
と
で
、
変
化
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
き
た
。

　

一
方
で
、文
学
史
に
目
を
転
ず
れ
ば
、そ
れ
ら
の
地
域
は
伝
統
的
に
は
ま
ず
何
よ
り
も
、エ
キ
ゾ
チ
シ
ズ
ム
に
満
ち
た
歌
枕
の
地
で
あ
っ
た
。

そ
の
イ
メ
ー
ジ
も
ま
た
近
世
に
も
生
き
続
け
た
こ
と
は
、
能
因
・
西
行
を
慕
っ
た
芭
蕉
の
奥
羽
行
脚
（
元
禄
二
〈
一
六
八
九
〉
年
）
と
、
夥
し

い
数
に
の
ぼ
る
そ
の
追
従
者
の
存
在
が
雄
弁
に
物
語
る
。

　

そ
れ
で
は
、
よ
り
通
俗
的
な
民
間
の
文
献
で
は
、
北
方
・
東
国
の
イ
メ
ー
ジ
は
ど
の
よ
う
に
捉
え
ら
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

大
坂
の
書
肆
吉
文
字
屋
市
兵
衛
編
・
刊
の
名
所
絵
本
・
地
誌『
東
国
名
勝
志
』（
月つ

き
お
か
せ
つ
て
い

岡
雪
鼎
画
、大
本
五
巻
五
冊
、自
序
、無
跋
、宝
暦
十
二〈
一
七
六
二
〉

刊
）
は
、
上
方
か
ら
勃
興
す
る
近
世
民
撰
地
誌
の
到
達
点
と
も
言
う
べ
き
「
名
所
図
会
シ
リ
ー
ズ
」
へ
と
連
続
す
る
、
近
世
地
誌
史
上
重
要

な
位
置
を
占
め
る
が
、
実
は
絵
・
文
と
も
に
元
禄
期
の
地
誌
・
絵
図
に
、
そ
の
多
く
を
依
拠
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
す
る
。

名
所
絵
本
『
東
国
名
勝
志
』
と
元
禄
地
誌

真　

島　
　
　

望
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本
稿
で
は
、そ
の
依
拠
資
料
と
の
関
係
を
明
ら
か
に
し
つ
つ
、近
世
中
期
に
お
け
る
元
禄
地
誌
の
転
生
と
、そ
の
背
景
を
考
察
す
る
。
ま
た
、

そ
の
分
析
を
通
し
て
、
当
時
の
民
間
に
見
ら
れ
た
「
東
国
」
観
の
一
側
面
に
つ
い
て
も
言
及
し
た
い
。

二　
『
東
国
名
勝
志
』
の
概
要

　
『
東
国
名
勝
志
』（
以
下
、『
名
勝
志
』
と
略
称
）
は
、
こ
れ
ま
で
に
『
日
本
名
所
風
俗
図
会
』
１（

（
（

に
翻
刻
が
、『
東
国
名
勝
志
―
―
東
国
歌
枕

名
所
集

（
（
（

』
に
影
印
が
そ
れ
ぞ
れ
収
め
ら
れ
、
い
ず
れ
に
も
解
題
が
備
わ
る
が
、
限
定
的
な
記
述
に
と
ど
ま
る
の
で
、
ま
ず
当
該
資
料
の
基
本

的
な
情
報
を
確
認
し
た
上
で
、
先
行
作
と
の
関
係
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

書
誌　

た
だ
し
、
紙
幅
の
都
合
上
、
書
誌
に
つ
い
て
は
簡
略
に
示
す
。
比
較
的
完
本
に
近
い
形
態
を
維
持
す
る
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
蔵

本
（
請
求
記
号
一
七
二
―
八
八
）
に
よ
っ
た
。

［
装
訂
］
刊
本
。
大
本
五
巻
五
冊
。
四
針
袋
綴
。［
表
紙
］
原
装
。
縦
二
十
七
・
六
×
横
十
九
・
五
糎
。
熨
斗
目
花
色
無
文
様
。［
題
簽
］
原
装
。

縦
十
八
・
八
×
横
四
・
七
糎
。
浅
黄
色
。
子
持
枠
に
「
東
圀
名
勝
志　
　

一
（
～
五
）」（
表
紙
左
肩
）。
巻
一
以
外
は
二
字
目
「
國
」。
巻
一
・
四
は

楷
書
体
、
そ
の
ほ
か
は
行
書
体
（
巻
三
は
一
部
、
巻
五
は
す
べ
て
剥
離
の
た
め
、
一
七
二
―
八
九
本
で
確
認
）。［
構
成
］
巻
一
…
序
文
（
一
丁
）・
本

文
（
十
五
丁
）、
巻
二
…
本
文
（
十
二
丁
）、
巻
三
…
本
文
（
十
一
丁
）、
巻
四
…
本
文
（
十
四
丁
）、
巻
五
…
本
文
（
十
三
丁
）・
刊
記
（
最
終
丁
裏
）、

総
計
六
十
六
丁
。［
序
文
］
後
述
。［
匡
郭
］
四
周
単
辺
。
二
十
二
・
三
×
十
六
・
三
糎
（
巻
一
本
文
初
丁
表
）。［
奥
付
］
巻
五
最
終
丁
裏
に
、「
寶

暦
十
二
壬

午
歳
春
正
月
／
畫
工　

月
岡
丹
下
／
彫
工　

吉
見
仁
右
衛
門
／
浪
華
書
林　

鳥
飼
市
兵
衛
／
渋
川
清
右
衛
門
／
高
田
清
兵
衛

（
（
（

」。［
備

考
］
内
題
・
尾
題
・
跋
文
は
備
わ
ら
な
い
。
巻
四
に
は
九
丁
目
が
無
く
、
そ
れ
を
補
う
た
め
か
「
十
八
」
と
記
す
丁
が
二
丁
あ
る
（
版
面
・
内

容
の
連
続
は
混
乱
し
な
い
）。
ま
た
、
全
巻
と
も
十
丁
目
の
丁
付
け
を
細
工
す
る
（「
十
ノ
十
五
」
と
し
、
十
六
…
と
続
け
る
）
こ
と
で
、
実
際
の
紙

数
よ
り
も
分
量
を
多
く
見
せ
よ
う
と
い
う
意
図
が
感
ぜ
ら
れ
る（

（
（

。
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後
年
の
「
板
木
総
目
録
株
帳
」（
寛
政
二
〈
一
七
九
〇
〉
改
正
）
に
「
絵
本
」
と
分
類
さ
れ
る（

（
（

。
文
化
九
（
一
八
一
二
）
年
改
正
分
に
な
る
と
、

板
株
所
有
者
か
ら
吉
文
字
屋
市
兵
衛
が
姿
を
消
し
、「
秋
良
」（
秋
田
屋
良
助
）
が
加
わ
る（

（
（

の
で
、
少
な
く
と
も
文
化
期
ま
で
は
商
品
価
値
を
認

め
ら
れ
、
実
物
は
未
見
な
が
ら
書
肆
を
異
に
す
る
後
印
本
が
刊
行
さ
れ
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
。

作
者
と
内
容　

続
い
て
、
鳥
飼
酔
雅
に
よ
る
序
文
を
見
て
み
よ
う
。

東
国
名
勝
志
叙

東と
う
ば
う
わ
が
し
ん
し
う

方
我
神
洲
也
。
百

ひ
や
く
び
そ
な
は

美
備
れ
り
。
夫そ

れ
か佳

境
き
や
う

勝し
や
う
け
い

景
の
多を

ゝ
か
る
。
豈あ

に
ひ
つ
た
ん

筆
端
の
尽つ

く
す
べ
き
に
は
あ
ら
ず
。
就

な
か
んレ

中づ
く

、
城

じ
や
う

州し
う
あ
ふ
さ
か

相
坂
也
、
東
西
の

関せ
き

と
し
て
是こ

れ
ゟ
東

ひ
が
しを

関
く
は
ん

東と
う

と
い
ふ
。
不ふ

ね
い佞

往そ
の
か
み年

東と
う

都と

に
遊ゆ

う
れ
き歴

す
。
其そ

の
か
う行

路ろ

中ち
う

、山さ
ん
せ
ん川

の
佳か

し
や
う勝

・
風ふ

う
土ど

の
秀し

う
異い

仮
り
書が

き
し
て
旅り

よ
し
う袖

に
納お

さ
め
、

ま
た
故こ

典て
ん

事じ

跡せ
き
ほ粗ゞ

録し
る

し
置お

き
し
を
、
今こ

と
し年

月つ
き
を
か岡

錦き
ん
と
う童

の
菅く

は
ん

城
じ
や
う

子し

を
も
と
め
て
図づ

画ぐ
は

に
写う

つ
さ
る
ゝ
事こ

と
を
得ゑ

、
尚な

を
む
さ
し
の
ゝ
奥お

く
を
古ふ

る
き

好こ
う
ほ
ん本

に
考

か
ん
がへ

、或
あ
る
ひは

其
土と

人じ
ん

に
尋

た
つ
ねて

東と
う
か
い海

の
限

か
ぎ
り

迄ま
で

も
図づ

画ぐ
は

成な

り
ぬ
。一ひ

と
た
び度

巻ま
き

を
ひ
ら
け
ば
、宛

あ
た
かも

面
ま
の
あ
た
り下

其そ
の

地ち

に
至い

た
れ
る
心こ

ゝ
地ち

し
て
想さ

う
ぞ
う像

を
も
ひ
や
る

に	

た
へ
ざ
る
也
。
由

こ
れ
に
よ
つ
て

是
、
同ど

う
志し

の
人
の
為た

め
に
も
と
、
桜

さ
く
ら

木ぎ

に
寿

こ
と
ぶ
きす

る
事
に
侍
り
ぬ
れ
ば
、
た
ゞ
ち
に
其
事
を
序じ

よ
と
す
。

宝
暦
十
二
年

　
　
　
　
　

春
正
月	

	
	

	
	

	

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鳥
飼
酔
雅
子
□印
□印（

（
（

こ
こ
か
ら
、
序
者
が
即
ち
編
者
で
あ
る
こ
と
、
編
者
の
江
戸
旅
行
で
の
見
聞
が
そ
の
端
緒
と
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
を
元
に
月
岡
雪
鼎
に
筆
を

と
ら
せ
た
こ
と
な
ど
が
確
認
で
き
る
。

　

鳥
飼
酔
雅
は
、
諸
人
が
指
摘
す
る
ご
と
く
、
書
肆
吉
文
字
屋
市
兵
衛
の
三
代
目
に
当
た
る
人
物
で
、
家
業
の
地
歩
を
固
め
る
一
方
、
著
作

も
よ
く
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る（

（
（

。
絵
を
担
当
し
た
月
岡
雪
鼎
は
、
十
八
世
紀
後
半
大
坂
画
壇
で
活
躍
し
た
絵
師
。
山
本
ゆ
か
り
氏
が
、「
雪
鼎

は
吉
文
字
屋
か
ら
多
く
の
版
本
を
刊
行
し
、
こ
の
書
肆
が
初
期
の
画
業
を
規
定
し
て
ゆ
く
う
え
で
、
少
な
か
ら
ぬ
影
響
力
を
も
っ
た
存
在
で

あ
る
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
」
と
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
両
者
の
関
係
は
密
接
で
あ
っ
た
。
同
氏
は
ま
た
、
絵
本
中
心
の
そ
の
刊
行
物
の
中
で
、

鳥
飼
酔
雅
が
編
者
と
し
て
関
わ
る
物
が
「
雪
鼎
の
版
本
の
主
要
領
域
を
占
め
る（

（
（

」
と
述
べ
ら
れ
、『
名
勝
志
』
を
そ
の
一
例
と
し
て
い
る
。
す
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な
わ
ち
、『
名
勝
志
』
に
お
け
る
編
者
・
画
者
の
組
み
合
わ
せ
は
、
当
時
吉
文
字
屋
刊
行
物
の
一
つ
の
典
型
を
示
し
て
い
る
と
言
う
こ
と
が
で

き
よ
う
。

　

内
容
に
つ
い
て
は
、
前
掲
の
序
文
に
、「
就

な
か
んレ

中づ
く

、
城

じ
や
う

州し
う
あ
ふ
さ
か

相
坂
也
、
東
西
の
関せ

き
と
し
て
是こ

れ
ゟ
東

ひ
が
しを

関
く
は
ん

東と
う

と
い
ふ
」
と
あ
り
、「
東と

う
か
い海

の
限

か
ぎ
り

迄ま
で

」
描
い
た
と
言
う
か
ら
、
書
名
の
「
東
国
」
と
は
、
逢
坂
の
関
（
現
滋
賀
県
）
以
東
、
所
謂
古
来
の
「
関
東
」（
広
義
）
で
あ
ろ
う
こ
と
が
推

察
さ
れ
る
。
実
際
に
、
巻
一
は
蝦
夷
地
・
松
前
か
ら
始
ま
り
、
東
山
道
・
奥
州
道
中
を
た
ど
っ
て
、
巻
二
途
中
よ
り
東
海
道
に
入
っ
て
順
次
上
っ

て
ゆ
き
、
最
終
巻
五
は
琵
琶
湖
の
近
江
八
景
を
活
写
し
て
終
っ
て
い
る
。

　

毎
葉
そ
の
道
中
風
景
や
歌
枕
・
名
所
旧
跡
を
描
き
、
場
所
に
ち
な
む
和
歌
を
添
え
る
が
、
絵
本
と
す
べ
き
と
先
述
し
た
の
は
、
多
く
は
名

所
の
証
歌
が
記
さ
れ
る
だ
け
で
、
地
誌
的
な
解
説
が
非
常
に
少
な
い
た
め
で
あ
る
。

三　

依
拠
資
料

　

そ
れ
で
は
、
具
体
的
に
先
行
作
と
の
関
係
を
探
っ
て
み
よ
う
。
東
山
道
各
地
な
ど
江
戸
以
北
に
つ
い
て
は
、「
む
さ
し
の
ゝ
奥お

く
を
古ふ

る
き
好こ

う
ほ
ん本

に
考

か
ん
がへ

、
或

あ
る
ひは

其
土と

人じ
ん

に
尋

た
つ
ね」（

序
文
）
た
と
言
い
、
参
考
と
し
た
書
物
の
存
在
を
示
唆
し
て
い
る
。
翻
っ
て
江
戸
以
西
（
東
海
道
）
の
部
は
、

序
に
言
う
通
り
編
者
の
経
験
を
反
映
し
た
も
の
な
の
か
。
絵
と
文
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
そ
の
具
体
を
検
討
す
る
こ
と
と
す
る
。

　

な
お
、
先
に
記
し
た
解
題
類
に
は
、
典
拠
へ
の
言
及
は
無
く
、
本
書
を
正
面
か
ら
扱
っ
た
八
木
敬
一
氏
の
論
考

（
（1
（

で
は
、『
名
勝
志
』
の
、
後

続
作
へ
の
影
響
に
つ
い
て
貴
重
な
指
摘
が
な
さ
れ
る
も
の
の
、
や
は
り
典
拠
に
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。

（1）　

図
様
の
典
拠

　

北
海
道
文
化
研
究
者
の
北
構
保
男
氏
は
、蝦
夷
地
図
の
展
開
を
検
討
す
る
中
で
、井
原
西
鶴
に
よ
る
日
本
地
誌『
一
目
玉
鉾
』（
大
本
四
巻
四
冊
、

元
禄
二
〈
一
六
八
九
〉
年
大
坂
鳫
金
屋
庄
左
衛
門
板
、
以
下
「
玉
鉾
」
と
略
称
す
る
こ
と
が
あ
る
）
に
着
目
さ
れ
、『
名
勝
志
』
所
載
の
蝦
夷
地
・
松
前

（ 　 ）4
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の
図
は
、
そ
の
影
響
下
に
あ
る
う
ち
の
一
つ
だ
と
述
べ
て
い
る（

（1
（

。
あ
く
ま
で
そ
の
一
図
に
限
っ
て
の
指
摘
で
、『
名
勝
志
』
自
体
を
検
討
対
象

と
し
て
は
い
な
い
け
れ
ど
も
、
極
め
て
示
唆
に
富
む
見
解
と
言
う
べ
き
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
子
細
に
検
討
す
る
と
、『
玉
鉾
』
の
利
用
は
そ
の
一
図
に
と
ど
ま
ら
ず
、
巻
一
・
二
に
描
か
れ
る
江
戸
以
北
の
絵
に
つ
い
て
は
、

か
な
り
の
程
度
、『
一
目
玉
鉾
』
の
挿
絵
に
拠
っ
て
お
り
、
さ
ら
に
、
東
海
道
に
入
っ
て
か
ら
（
巻
二
～
五
）
は
、『
東
海
道
分
間
絵
図
』（
大
型

折
本
五
巻
五
帖
、
遠
近
道
印
作
・
菱
川
師
宣
画
、
元
禄
三
年
序
刊
、
以
下
「
分
間
絵
図
」
と
略
称
）
を
参
照
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

　
『
名
勝
志
』
の
絵
は
、

（a）　

名
所
・
街
道
を
鳥
瞰
的
視
点
で
描
い
た
遠
景
図

（b）　

歌
の
内
容
や
説
話
を
対
象
と
す
る
近
景
の
人
物
図

の
二
種
に
大
別
で
き
、
こ
の

（a）
に
該
当
す
る
絵
の
多
く
が
、
元
禄
期
の
地
誌
・
絵
図
を
典
拠
と
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

特
に
巻
一
の

（a）
の
絵
（
十
五
図
中
十
三
図
）
は
ほ
ぼ
『
一
目
玉
鉾
』
を
下
敷
き
と
し
た
も
の
と
言
っ
て
よ
い
。
巻
二
以
下
に
な
る
と
、

（b）
が

占
め
る
割
合
が
相
対
的
に
上
昇
す
る（

（1
（

の
で
、
巻
一
の
『
玉
鉾
』
へ
の
依
存
度
の
高
さ
は
際
立
っ
て
い
る
。
実
例
と
し
て
松
前
と
平
泉
の
該
当

部
を
掲
出
す
る
（
共
に
巻
一
、
図
１
・
２
）。
上
段
が
『
玉
鉾
』（
挿
絵
の
み
）、
下
段
が
『
名
勝
志
』
で
あ
る（

（1
（

。

　

前
者
を
確
認
す
る
と
、
概
ね
津
軽
半
島
東
岸
に
比
定
さ
れ
る
外
の
浜
が
、
あ
た
か
も
独
立
し
た
島
の
よ
う
に
描
か
れ
る
な
ど
、『
玉
鉾
』
の

地
理
認
識
は
や
や
い
び
つ
で
、『
名
勝
志
』
は
そ
れ
を
そ
の
ま
ま
な
ぞ
っ
て
は
い
な
い
（
強
引
に
描
き
こ
ま
れ
る
弘
前
城
も
削
除
）
け
れ
ど
も
、
右

側
の
渡お

島し
ま

半
島
や
松
前
城
の
位
置
・
形
状
な
ど
は
ほ
ぼ
踏
襲
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　

後
者
平
泉
も
、
北
上
川
を
画
面
手
前
に
配
し
、
衣
川
を
奥
の
山
間
に
置
く
構
図
や
山
々
の
形
状
・
点
在
す
る
住
居
の
図
様
な
ど
に
加
え
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
名
の
書
入
れ
も「
と
み
の
や
ま
」・「
さ
か
し
ば
山
」以
外
は
す
べ
て『
名
勝
志
』に
合
致
す
る
ほ
か
、北
上
川
に
せ
り
出
し
た「
い

そ
さ
き
」
の
表
現
も
共
通
し
て
い
る
。

　

両
者
の
図
様
の
一
致
の
程
度
を
知
る
た
め
、
こ
こ
で
さ
ら
に
同
種
の
別
資
料
を
参
照
す
べ
き
だ
が
、
後
に
述
べ
る
よ
う
に
、
現
北
海
道
地
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域
を
描
く
絵
図
は
類
型
化
が
甚
だ
し
い
上
に
、
平
面
的
に

表
現
さ
れ
た
地
図
様
の
も
の
ば
か
り
で
あ
り
、
江
戸
以
北

を
対
象
と
す
る
道
中
記
も
、東
海
道
や
中
山
道
と
異
な
り
、

そ
も
そ
も
絶
対
数
が
乏
し
い
。
ま
し
て
、『
名
勝
志
』
の

ご
と
き
、
俯
瞰
的
・
鳥
瞰
的
視
点
を
有
す
る
連
続
図
は
さ

ら
に
稀
で
、
宝
暦
ま
で
に
一
般
に
流
布
し
た
も
の
で
は
、

『
玉
鉾
』
以
外
に
ほ
ぼ
例
を
見
な
い
の
で
あ
る
。

　

例
外
的
に
、
盛
岡
藩
の
『
増
補
行
程
記
』（
写
本
、
清
水

秋
全
著
、
寛
延
四
〈
一
七
五
一
〉
序

（
（1
（

）
の
よ
う
に
、
外
部
の

者
が
容
易
に
参
看
で
き
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
街
道
絵
図
に

は
、
奥
州
道
中
筋
を
魅
力
的
に
描
い
た
作
品
が
存
在
す

る
。
藩
主
の
命
に
よ
っ
て
成
さ
れ
た
こ
の
絵
図
は
、
そ
れ

ゆ
え
に
正
確
性
を
期
し
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
、
そ
の
平
泉

部
分
（
図
３
）
と
比
較
す
る
に
、
例
え
ば
、
北
上
川
と
衣

川
の
関
係
（
画
面
左
上
、そ
の
合
流
が
描
か
れ
る
）
を
見
れ
ば
、

二
つ
の
川
を
全
く
別
に
描
く
『
名
勝
志
』
が
、
実
景
よ
り

も
『
玉
鉾
』
に
近
い
こ
と
が
わ
か
る
だ
ろ
う
。

　

続
い
て
『
分
間
絵
図
』
利
用
の
例
を
見
て
み
よ
う
。
こ
ち
ら
も
上
段
が
『
分
間
絵
図
』、
下
段
が
『
名
勝
志
』
で
あ
る（

（1
（

。

　

図
４
は
川
崎
の
宿
を
描
い
た
箇
所
で
、
多
摩
川
に
か
か
る
橋
（「
六
郷
の
は
し
」）
を
中
心
に
描
き
、
画
面
上
部
に
遠
景
の
富
士
山
と
大
山
を

図
１　

松
前

『
玉
鉾
』
巻
一

『
名
勝
志
』
巻
一

と
こ
ろ
が
、
子
細
に
検
討
す
る
と
、『
玉
鉾
』
の
利
用
は
そ
の
一
図
に
と
ど
ま
ら
ず
、
巻
一
・
二
に
描
か

れ
る
江
戸
以
北
の
絵
に
つ
い
て
は
、
か
な
り
の
程
度
、『
一
目
玉
鉾
』
の
挿
絵
に
拠
っ
て
お
り
、
さ
ら
に
、

東
海
道
に
入
っ
て
か
ら（
巻
二
〜
五
）は
、『
東
海
道
分
間
絵
図
』（
大
型
折
本
五
巻
五
帖
、
遠
近
道
印
作
・
菱
川
師

宣
画
、
元
禄
三
年
序
刊
、
以
下
「
分
間
絵
図
」
と
略
称
）を
参
照
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

『
名
勝
志
』
の
絵
は
、

⒜

名
所
・
街
道
を
鳥
瞰
的
視
点
で
描
い
た
遠
景
図

⒝

歌
の
内
容
や
説
話
を
対
象
と
す
る
近
景
の
人
物
図

の
二
種
に
大
別
で
き
、
こ
の
⒜
に
該
当
す
る
絵
の
多
く
が
、
元
禄
期
の
地
誌
・
絵
図
を
典
拠
と
す
る
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。

特
に
巻
一
の
⒜
の
絵（
十
五
図
中
十
三
図
）は
ほ
ぼ『
一
目
玉
鉾
』を
下
敷
き
と
し
た
も
の
と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ

う
。
巻
二
以
下
に
な
る
と
、
⒝
が
占
め
る
割
合
が
相
対
的
に
上
昇
す
る（

12
）の

で
、
巻
一
の
『
玉
鉾
』
へ
の
依
存
度

の
高
さ
は
際
立
っ
て
い
る
。
実
例
と
し
て
松
前
と
平
泉
の
該
当
部
を
掲
出
す
る（
共
に
巻
一
、
図
1
・
2
）。

上
段
が
『
玉
鉾
』（
挿
絵
の
み
）、
下
段
が
『
名
勝
志
』
で
あ
る（

13
）。

図
1

松
前

『
玉
鉾
』
巻
一

『
名
勝
志
』
巻
一

前
者
を
確
認
す
る
と
、
概

ね
津
軽
半
島
東
岸
に
比
定
さ

れ
る
外
の
浜
が
、
あ
た
か
も

独
立
し
た
島
の
よ
う
に
描
か

れ
る
な
ど
、『
玉
鉾
』
の
地
理

認
識
は
や
や
い
び
つ
で
、『
名

勝
志
』
は
そ
れ
を
そ
の
ま
ま

な
ぞ
っ
て
は
い
な
い（
強
引
に

描
き
こ
ま
れ
る
弘
前
城
も
削
除
）

け
れ
ど
も
、
右
側
の

　
お渡

　
　

し
ま島

　半

島
や
松
前
城
の
位
置
・
形
状

な
ど
は
ほ
ぼ
踏
襲
さ
れ
て
い

る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

後
者
平
泉
も
、
北
上
川
を
画
面
手
前
に
配
し
、
衣
川
を
奥
の
山
間
に
置
く
構
図
や
山
々
の
形
状
・
点
在

す
る
住
居
の
図
様
な
ど
に
加
え
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
名
の
書
入
れ
も
「
と
み
の
や
ま
」・「
さ
か
し
ば
山
」
以

外
は
す
べ
て
『
名
勝
志
』
に
合
致
す
る
ほ
か
、
北
上
川
に
せ
り
出
し
た
「
い
そ
さ
き
」
の
表
現
も
共
通
し

て
い
る
。

4

と
こ
ろ
が
、
子
細
に
検
討
す
る
と
、『
玉
鉾
』
の
利
用
は
そ
の
一
図
に
と
ど
ま
ら
ず
、
巻
一
・
二
に
描
か

れ
る
江
戸
以
北
の
絵
に
つ
い
て
は
、
か
な
り
の
程
度
、『
一
目
玉
鉾
』
の
挿
絵
に
拠
っ
て
お
り
、
さ
ら
に
、

東
海
道
に
入
っ
て
か
ら（
巻
二
〜
五
）は
、『
東
海
道
分
間
絵
図
』（
大
型
折
本
五
巻
五
帖
、
遠
近
道
印
作
・
菱
川
師

宣
画
、
元
禄
三
年
序
刊
、
以
下
「
分
間
絵
図
」
と
略
称
）を
参
照
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

『
名
勝
志
』
の
絵
は
、

⒜

名
所
・
街
道
を
鳥
瞰
的
視
点
で
描
い
た
遠
景
図

⒝

歌
の
内
容
や
説
話
を
対
象
と
す
る
近
景
の
人
物
図

の
二
種
に
大
別
で
き
、
こ
の
⒜
に
該
当
す
る
絵
の
多
く
が
、
元
禄
期
の
地
誌
・
絵
図
を
典
拠
と
す
る
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。

特
に
巻
一
の
⒜
の
絵（
十
五
図
中
十
三
図
）は
ほ
ぼ『
一
目
玉
鉾
』を
下
敷
き
と
し
た
も
の
と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ

う
。
巻
二
以
下
に
な
る
と
、
⒝
が
占
め
る
割
合
が
相
対
的
に
上
昇
す
る（

12
）の

で
、
巻
一
の
『
玉
鉾
』
へ
の
依
存
度

の
高
さ
は
際
立
っ
て
い
る
。
実
例
と
し
て
松
前
と
平
泉
の
該
当
部
を
掲
出
す
る（
共
に
巻
一
、
図
1
・
2
）。

上
段
が
『
玉
鉾
』（
挿
絵
の
み
）、
下
段
が
『
名
勝
志
』
で
あ
る（

13
）。

図
1

松
前

『
玉
鉾
』
巻
一

『
名
勝
志
』
巻
一

前
者
を
確
認
す
る
と
、
概

ね
津
軽
半
島
東
岸
に
比
定
さ

れ
る
外
の
浜
が
、
あ
た
か
も

独
立
し
た
島
の
よ
う
に
描
か

れ
る
な
ど
、『
玉
鉾
』
の
地
理

認
識
は
や
や
い
び
つ
で
、『
名

勝
志
』
は
そ
れ
を
そ
の
ま
ま

な
ぞ
っ
て
は
い
な
い（
強
引
に

描
き
こ
ま
れ
る
弘
前
城
も
削
除
）

け
れ
ど
も
、
右
側
の

　
お渡

　
　

し
ま島

　半

島
や
松
前
城
の
位
置
・
形
状

な
ど
は
ほ
ぼ
踏
襲
さ
れ
て
い

る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

後
者
平
泉
も
、
北
上
川
を
画
面
手
前
に
配
し
、
衣
川
を
奥
の
山
間
に
置
く
構
図
や
山
々
の
形
状
・
点
在

す
る
住
居
の
図
様
な
ど
に
加
え
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
名
の
書
入
れ
も
「
と
み
の
や
ま
」・「
さ
か
し
ば
山
」
以

外
は
す
べ
て
『
名
勝
志
』
に
合
致
す
る
ほ
か
、
北
上
川
に
せ
り
出
し
た
「
い
そ
さ
き
」
の
表
現
も
共
通
し

て
い
る
。

4
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図
２　

平
泉

図
３　
『
増
補
行
程
記
』
坤
巻 （
盛
岡
市
中
央
公
民
館
蔵
）

『
玉
鉾
』
巻
一

『
名
勝
志
』
巻
一

図
2

平
泉

『
玉
鉾
』
巻
一

『
名
勝
志
』
巻
一

両
者
の
図
様
の
一
致
の
程

度
を
知
る
た
め
、
こ
こ
で
さ

ら
に
同
種
の
別
資
料
を
参
照

す
べ
き
だ
が
、
後
に
述
べ
る

よ
う
に
、
現
北
海
道
地
域
を

描
く
絵
図
は
類
型
化
が
甚
だ

し
い
上
に
、
平
面
的
に
表
現

さ
れ
た
地
図
様
の
も
の
ば
か

り
で
、
江
戸
以
北
を
対
象
と

す
る
道
中
記
も
、
東
海
道
や

中
山
道
と
異
な
り
、
そ
も
そ

も
絶
対
数
が
乏
し
い
。
ま
し

て
、『
名
勝
志
』
の
ご
と
き
、
俯
瞰
的
・
鳥
瞰
的
視
点
を
有
す
る
連
続
図
は
さ
ら
に
稀
で
、
宝
暦
ま
で
に
一

般
に
流
布
し
た
も
の
で
は
、『
玉
鉾
』
以
外
に
ほ
ぼ
例
を
見
な
い
の
で
あ
る
。

図 3:『増補行程記』坤巻（盛岡市中央公民館蔵）

例
外
的
に
、
盛
岡
藩
の
『
増
補
行
程
記
』（
写
本
、
清
水
秋

全
著
、
寛
延
四〈
一
七
五
一
〉序（

14
））の
よ
う
に
、
外
部
の
者
が
容
易

に
参
看
で
き
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
街
道
絵
図
に
は
、
奥
州

道
中
筋
を
魅
力
的
に
描
い
た
作
品
が
存
在
す
る
。
藩
主
の

命
に
よ
っ
て
成
さ
れ
た
こ
の
絵
図
は
、
そ
れ
ゆ
え
に
正
確

性
を
期
し
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
、
そ
の
平
泉
部
分（
図
3
）

と
比
較
す
る
に
、
例
え
ば
、
北
上
川
と
衣
川
の
関
係（
画
面

左
上
、
そ
の
合
流
が
描
か
れ
る
）を
見
れ
ば
、
二
つ
の
川
を
全

く
別
に
描
く
『
名
勝
志
』
が
、
実
景
よ
り
も
『
玉
鉾
』
に

近
い
こ
と
が
わ
か
る
だ
ろ
う
。

続
い
て
『
分
間
絵
図
』
利
用
の
例
を
見
て
み
よ
う
。
こ

ち
ら
も
上
段
が
『
分
間
絵
図
』、
下
段
が
『
名
勝
志
』
で
あ
る（

15
）。

図
4
は
川
崎
の
宿
を
描
い
た
箇
所
で
、
多
摩
川
に
か
か
る
橋（「
六
郷
の
は
し
」）を
中
心
に
描
き
、
画
面
上

部
に
遠
景
の
富
士
山
と
大
山
を
並
べ
る
構
図
が
一
致
し
、
街
道
の
湾
曲
具
合
な
ど
も
『
分
間
絵
図
』
を
踏
襲

し
て
い
る
。
実
用
性
を
重
視
す
る
が
ゆ
え
、
本
書
は
「
街
道
の
並
木
や
一
里
塚
、
ま
た
富
士
山
や
そ
の
他

の
山
並
み
、
名
所
・
旧
跡
・
寺
社
な
ど
い
ず
れ
も
、
そ
れ
ぞ
れ
が
実
際
の
所
在
や
そ
の
景
観
通
り
に
描
く

5

図
2

平
泉

『
玉
鉾
』
巻
一

『
名
勝
志
』
巻
一

両
者
の
図
様
の
一
致
の
程

度
を
知
る
た
め
、
こ
こ
で
さ

ら
に
同
種
の
別
資
料
を
参
照

す
べ
き
だ
が
、
後
に
述
べ
る

よ
う
に
、
現
北
海
道
地
域
を

描
く
絵
図
は
類
型
化
が
甚
だ

し
い
上
に
、
平
面
的
に
表
現

さ
れ
た
地
図
様
の
も
の
ば
か

り
で
、
江
戸
以
北
を
対
象
と

す
る
道
中
記
も
、
東
海
道
や

中
山
道
と
異
な
り
、
そ
も
そ

も
絶
対
数
が
乏
し
い
。
ま
し

て
、『
名
勝
志
』
の
ご
と
き
、
俯
瞰
的
・
鳥
瞰
的
視
点
を
有
す
る
連
続
図
は
さ
ら
に
稀
で
、
宝
暦
ま
で
に
一

般
に
流
布
し
た
も
の
で
は
、『
玉
鉾
』
以
外
に
ほ
ぼ
例
を
見
な
い
の
で
あ
る
。
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外
的
に
、
盛
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増
補
行
程
記
』（
写
本
、
清
水
秋

全
著
、寛
延
四〈
一
七
五
一
〉序（

14
））の
よ
う
に
、
外
部
の
者
が
容
易

に
参
看
で
き
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
街
道
絵
図
に
は
、
奥
州

道
中
筋
を
魅
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的
に
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い
た
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が
存
在
す
る
。
藩
主
の

命
に
よ
っ
て
成
さ
れ
た
こ
の
絵
図
は
、
そ
れ
ゆ
え
に
正
確

性
を
期
し
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
、
そ
の
平
泉
部
分（
図
3
）

と
比
較
す
る
に
、
例
え
ば
、
北
上
川
と
衣
川
の
関
係（
画
面

左
上
、
そ
の
合
流
が
描
か
れ
る
）を
見
れ
ば
、
二
つ
の
川
を
全

く
別
に
描
く
『
名
勝
志
』
が
、
実
景
よ
り
も
『
玉
鉾
』
に

近
い
こ
と
が
わ
か
る
だ
ろ
う
。

続
い
て
『
分
間
絵
図
』
利
用
の
例
を
見
て
み
よ
う
。
こ
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も
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段
が
『
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間
絵
図
』、
下
段
が
『
名
勝
志
』
で
あ
る（
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の
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を
描
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箇
所
で
、
多
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に
か
か
る
橋（「
六
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、
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え
、
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街
道
の
並
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や
一
里
塚
、
ま
た
富
士
山
や
そ
の
他

の
山
並
み
、
名
所
・
旧
跡
・
寺
社
な
ど
い
ず
れ
も
、
そ
れ
ぞ
れ
が
実
際
の
所
在
や
そ
の
景
観
通
り
に
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く
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心
に
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き
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と
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や
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他

の
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所
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ず
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通
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並
べ
る
構
図
が
一
致
し
、
街

道
の
湾
曲
具
合
な
ど
も
『
分

間
絵
図
』
を
踏
襲
し
て
い

る
。
実
用
性
を
重
視
す
る
が

ゆ
え
、
本
書
は
「
街
道
の
並

木
や
一
里
塚
、
ま
た
富
士
山

や
そ
の
他
の
山
並
み
、
名
所
・

旧
跡
・
寺
社
な
ど
い
ず
れ
も
、

そ
れ
ぞ
れ
が
実
際
の
所
在
や

そ
の
景
観
通
り
に
描
く
も

の
（
（1
（

」
で
あ
り
、
そ
の
曲
直
は

刊
本
の
体
裁
上
の
制
約
を
受

け
て
デ
ィ
フ
ォ
ル
メ
が
な
さ

れ
て
い
る
に
せ
よ
、
道
路
の

形
状
や
山
並
み
は
、
そ
の
正

確
性
を
反
映
し
た
こ
の
資
料

の
一
特
色
で
あ
っ
て
（
例
え
ば
『
玉
鉾
』
の
同
箇
所
は
、
そ
の
ど
ち
ら
も
表
現
さ
れ
な
い
）、
そ
れ
が
『
名
勝
志
』
に
も
見
ら
れ
る
の
は
偶
然
の
一
致

で
は
あ
る
ま
い
。

　

た
だ
し
、
六
郷
・
川
崎
間
に
か
か
る
橋
は
、
元
禄
年
間
に
廃
止
さ
れ
て
お
り（

（1
（

、
元
禄
期
に
刊
行
さ
れ
た
『
分
間
絵
図
』
は
と
も
か
く
も
、

図
４　

川
崎

『
分
間
絵
図
』
巻
一

『
名
勝
志
』
巻
二

も
の（

16
）」

で
あ
り
、
そ
の
曲
直
は
刊
本
の
体
裁
上
の
制
約
を
受
け
て
デ
ィ
フ
ォ
ル
メ
が
な
さ
れ
て
い
る
に
せ

よ
、
道
路
の
形
状
や
山
並
み
は
、
そ
の
正
確
性
を
反
映
し
た
こ
の
資
料
の
一
特
色
で
あ
っ
て（
例
え
ば
『
玉

鉾
』
の
同
箇
所
は
、
そ
の
ど
ち
ら
も
表
現
さ
れ
な
い
）、
そ
れ
が
『
名
勝
志
』
に
も
見
ら
れ
る
の
は
偶
然
の
一
致

で
は
あ
る
ま
い
。

図
4

川
崎

『
分
間
絵
図
』
巻
一

『
名
勝
志
』
巻
二

た
だ
し
、
六
郷
・
川
崎
間
に
か
か
る
橋
は
、
元
禄
年
間
に
廃
止
さ
れ
て
お
り（

17
）、

元
禄
期
に
刊
行
さ
れ
た

『
分
間
絵
図
』
は
と
も
か
く
も
、
そ
れ
を
無
批
判
に
写
し
た
『
名
勝
志
』
は
実
景
と
し
て
正
確
と
は
言
い
難

く
、
編
者
の
参
府
を
反
映
す
る（
序
文
）に
し
て
は
杜
撰
で
あ
る（
逆
に
言
え
ば
、
元
禄
以
前
の
資
料
を
参
看
し
た

証
と
は
な
る
）。

図
5
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
言
わ
ず
と
知
れ
た
東
海
道
の
難
所
を
描
い
た
も
の
で
、
周
囲
の
山
肌
の
表
現

や
本
流
と
傍
流
の
描
き
分
け
が
一
致
す
る（『
玉
鉾
』
に
は
両
者
と
も
な
し
）。
と
り
わ
け
、
川
を
渡
る
人
々
の

表
現
に
注
目
し
た
い
。
本
流
上
部
に
徒
歩
渡
り
を
描
い
て
、
中
段
に
綱
を
用
い
て
貴
顕
の
輿
を
渡
す
人
足

の
様
子
を
描
写
し
、
下
段
に
馬
で
の
渡
河
を
配
す
『
分
間
絵
図
』
に
対
し
、『
名
勝
志
』
は
下
段
に
肩
を
貸

す
人
足
を
加
え
る
ほ
か
は
、
こ
れ
に
倣
っ
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

川
崎
宿
・
大
井
川
い
ず
れ
の
場
面
で
も
、
検
証
・
一
致
し
た
諸
特
徴
は
、『
分
間
絵
図
』
の
先
蹤
た
る
『
東

海
道
細
見
図
』（
寛
文
二〈
一
六
六
二
〉刊
）や
『
東
海
道
駅
路
図
』（
元
禄
元〈
一
六
八
八
〉以
前
刊
）に
見
出
す
こ
と

が
で
き
ず
、
そ
れ
は
、『
分
間
絵
図
』
以
後
に
夥
し
く
刊
行
さ
れ
た
道
中
記
も
同
様
で
あ
る（

18
）。

と
り
わ
け
、

川
崎
宿
を
描
く
際
に
、
遠
景
の
大
山
・
富
士
ほ
ど
の
遠
景
ま
で
も
画
面
に
組
み
入
れ
る
の
は
、『
分
間
絵
図
』

の
大
き
な
特
徴
と
言
え
よ
う
。

6

も
の（

16
）」

で
あ
り
、
そ
の
曲
直
は
刊
本
の
体
裁
上
の
制
約
を
受
け
て
デ
ィ
フ
ォ
ル
メ
が
な
さ
れ
て
い
る
に
せ

よ
、
道
路
の
形
状
や
山
並
み
は
、
そ
の
正
確
性
を
反
映
し
た
こ
の
資
料
の
一
特
色
で
あ
っ
て（
例
え
ば
『
玉

鉾
』
の
同
箇
所
は
、
そ
の
ど
ち
ら
も
表
現
さ
れ
な
い
）、
そ
れ
が
『
名
勝
志
』
に
も
見
ら
れ
る
の
は
偶
然
の
一
致

で
は
あ
る
ま
い
。

図
4

川
崎

『
分
間
絵
図
』
巻
一

『
名
勝
志
』
巻
二

た
だ
し
、
六
郷
・
川
崎
間
に
か
か
る
橋
は
、
元
禄
年
間
に
廃
止
さ
れ
て
お
り（

17
）、

元
禄
期
に
刊
行
さ
れ
た

『
分
間
絵
図
』
は
と
も
か
く
も
、
そ
れ
を
無
批
判
に
写
し
た
『
名
勝
志
』
は
実
景
と
し
て
正
確
と
は
言
い
難

く
、
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杜
撰
で
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逆
に
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え
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、
元
禄
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資
料
を
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し
た

証
と
は
な
る
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図
5
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ど
う
だ
ろ
う
か
。
言
わ
ず
と
知
れ
た
東
海
道
の
難
所
を
描
い
た
も
の
で
、
周
囲
の
山
肌
の
表
現

や
本
流
と
傍
流
の
描
き
分
け
が
一
致
す
る（『
玉
鉾
』
に
は
両
者
と
も
な
し
）。
と
り
わ
け
、
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を
渡
る
人
々
の

表
現
に
注
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し
た
い
。
本
流
上
部
に
徒
歩
渡
り
を
描
い
て
、
中
段
に
綱
を
用
い
て
貴
顕
の
輿
を
渡
す
人
足

の
様
子
を
描
写
し
、
下
段
に
馬
で
の
渡
河
を
配
す
『
分
間
絵
図
』
に
対
し
、『
名
勝
志
』
は
下
段
に
肩
を
貸

す
人
足
を
加
え
る
ほ
か
は
、
こ
れ
に
倣
っ
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

川
崎
宿
・
大
井
川
い
ず
れ
の
場
面
で
も
、
検
証
・
一
致
し
た
諸
特
徴
は
、『
分
間
絵
図
』
の
先
蹤
た
る
『
東

海
道
細
見
図
』（
寛
文
二〈
一
六
六
二
〉刊
）や
『
東
海
道
駅
路
図
』（
元
禄
元〈
一
六
八
八
〉以
前
刊
）に
見
出
す
こ
と

が
で
き
ず
、
そ
れ
は
、『
分
間
絵
図
』
以
後
に
夥
し
く
刊
行
さ
れ
た
道
中
記
も
同
様
で
あ
る（

18
）。

と
り
わ
け
、

川
崎
宿
を
描
く
際
に
、
遠
景
の
大
山
・
富
士
ほ
ど
の
遠
景
ま
で
も
画
面
に
組
み
入
れ
る
の
は
、『
分
間
絵
図
』

の
大
き
な
特
徴
と
言
え
よ
う
。

6

（ 　 ）8

名所絵本『東国名勝志』と元禄地誌 247

a1_真島_16号.indd   8 2019/03/25   18:08



そ
れ
を
無
批
判
に
写
し
た
『
名
勝

志
』
は
実
景
と
し
て
正
確
と
は
言
い

難
く
、編
者
の
参
府
を
反
映
す
る
（
序

文
）
に
し
て
は
杜
撰
で
あ
る
（
逆
に

言
え
ば
、
元
禄
以
前
の
資
料
を
参
看
し

た
証
と
は
な
る
）。

　

図
５
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
言
わ
ず

と
知
れ
た
東
海
道
の
難
所
を
描
い
た

も
の
で
、
周
囲
の
山
肌
の
表
現
や
本

流
と
傍
流
の
描
き
分
け
が
一
致
す
る

（『
玉
鉾
』
に
は
両
者
と
も
な
し
）。
と
り

わ
け
、
川
を
渡
る
人
々
の
表
現
に
注

目
し
た
い
。
本
流
上
部
に
徒
歩
渡
り

を
描
い
て
、
中
段
に
綱
を
用
い
て
貴

顕
の
輿
を
渡
す
人
足
の
様
子
を
描
写

し
、下
段
に
馬
で
の
渡
河
を
配
す『
分

間
絵
図
』
に
対
し
、『
名
勝
志
』
は
下
段
に
肩
を
貸
す
人
足
を
加
え
る
ほ
か
は
、
こ
れ
に
倣
っ
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　

川
崎
宿
・
大
井
川
い
ず
れ
の
場
面
で
も
、検
証
・
一
致
し
た
諸
特
徴
は
、『
分
間
絵
図
』の
先
蹤
た
る『
東
海
道
細
見
図
』（
寛
文
二〈
一
六
六
二
〉刊
）

や
『
東
海
道
駅
路
図
』（
元
禄
元
〈
一
六
八
八
〉
以
前
刊
）
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
ず
、
そ
れ
は
、『
分
間
絵
図
』
以
後
に
夥
し
く
刊
行
さ
れ
た
道

図
５　

大
井
川

『
分
間
絵
図
』
巻
三

『
名
勝
志
』
巻
三

具
体
例
は
こ
れ
で
と
ど
め
る
が
、
全
体
を
見
渡
す
と
、
⒜
種
の
挿
絵
全
五
十
一
図
の
う
ち
、『
玉
鉾
』
二

十
二
図
・『
分
間
絵
図
』
二
十
二
図
の
利
用
が
認
め
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
の
八
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
強
を

こ
の
二
書
に
拠
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る（

19
）

。

図
5

大
井
川

『
分
間
絵
図
』
巻
三

『
名
勝
志
』
巻
三

前
出
山
本
ゆ
か
り
氏
は
、
月
岡
雪
鼎
の
肉
筆
古
典
人
物
画
「
十
二
カ
月
屏
風
」（
滋
賀
県
立
琵
琶
湖
文
化
館

蔵
）の
内
の
一
図
と
、『
名
勝
志
』
巻
四
「
二
村
山
」
と
の
図
様
の
類
似
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
⒝

種
に
属
す
る
人
物
画
で
、
同
氏
に
よ
れ
ば
、
雪
鼎
は
法
眼
叙
任（
安
永
七〈
一
七
七
八
〉年
）後
に
、
か
か
る
王

朝
文
化
を
題
材
と
す
る
人
物
画
を
多
く
描
い
た
と
い
う（

20
）。

さ
ら
に
、
鳥
飼
酔
雅
と
の
共
同
で
製
作
し
た
絵

本
に
つ
い
て
、「
ひ
と
つ
に
は
「
古
典
の
絵
本
化
」
と
い
う
目
的
で
結
ば
れ
て
い
た
こ
と
が
判
明
す
る（

21
）」

と

の
指
摘
が
あ
り
、
本
来
雪
鼎
が
本
領
と
す
る
の
は
、
こ
ち
ら
⒝
の
図
様
で
あ
っ
た
か
と
推
察
で
き
る
。
す

な
わ
ち
、
⒜
の
絵
に
多
く
の
典
拠
が
存
在
す
る
の
は
、
人
物
画
を
得
意
と
す
る
ゆ
え
に
、
遠
景
の
、
し
か

も
実
在
す
る
特
定
の
地
域
の
描
写
に
は
、
具
体
的
な
粉
本
を
要
し
た
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
の
か
も
し

れ
な
い
。

⑵
　本
文
の
典
拠

こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、『
名
勝
志
』
の
本
分
は
絵
に
あ
っ
て
、
名
所
・
歌
枕
ご
と
の
解
説
は
副
次

的
な
も
の
に
過
ぎ
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
微
々
た
る
地
誌
的
記
述
や
引
用
さ
れ
る
証
歌
に
も
、
挿
絵
と
同

様
に
明
確
な
典
拠
が
存
在
す
る
。

ま
ず
は
図
1
に
も
掲
げ
た
松
前
の
記
述
を
見
て
み
よ
う（
表
1
）。
内
容
を
比
較
し
て
み
れ
ば
、『
玉
鉾
』

7

具
体
例
は
こ
れ
で
と
ど
め
る
が
、
全
体
を
見
渡
す
と
、
⒜
種
の
挿
絵
全
五
十
一
図
の
う
ち
、『
玉
鉾
』
二

十
二
図
・『
分
間
絵
図
』
二
十
二
図
の
利
用
が
認
め
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
の
八
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
強
を

こ
の
二
書
に
拠
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る（

19
）

。

図
5

大
井
川

『
分
間
絵
図
』
巻
三

『
名
勝
志
』
巻
三

前
出
山
本
ゆ
か
り
氏
は
、
月
岡
雪
鼎
の
肉
筆
古
典
人
物
画
「
十
二
カ
月
屏
風
」（
滋
賀
県
立
琵
琶
湖
文
化
館

蔵
）の
内
の
一
図
と
、『
名
勝
志
』
巻
四
「
二
村
山
」
と
の
図
様
の
類
似
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
⒝

種
に
属
す
る
人
物
画
で
、
同
氏
に
よ
れ
ば
、
雪
鼎
は
法
眼
叙
任（
安
永
七〈
一
七
七
八
〉年
）後
に
、
か
か
る
王

朝
文
化
を
題
材
と
す
る
人
物
画
を
多
く
描
い
た
と
い
う（

20
）。

さ
ら
に
、
鳥
飼
酔
雅
と
の
共
同
で
製
作
し
た
絵

本
に
つ
い
て
、「
ひ
と
つ
に
は
「
古
典
の
絵
本
化
」
と
い
う
目
的
で
結
ば
れ
て
い
た
こ
と
が
判
明
す
る（

21
）」

と

の
指
摘
が
あ
り
、
本
来
雪
鼎
が
本
領
と
す
る
の
は
、
こ
ち
ら
⒝
の
図
様
で
あ
っ
た
か
と
推
察
で
き
る
。
す

な
わ
ち
、
⒜
の
絵
に
多
く
の
典
拠
が
存
在
す
る
の
は
、
人
物
画
を
得
意
と
す
る
ゆ
え
に
、
遠
景
の
、
し
か

も
実
在
す
る
特
定
の
地
域
の
描
写
に
は
、
具
体
的
な
粉
本
を
要
し
た
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
の
か
も
し

れ
な
い
。

⑵
　本
文
の
典
拠

こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、『
名
勝
志
』
の
本
分
は
絵
に
あ
っ
て
、
名
所
・
歌
枕
ご
と
の
解
説
は
副
次

的
な
も
の
に
過
ぎ
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
微
々
た
る
地
誌
的
記
述
や
引
用
さ
れ
る
証
歌
に
も
、
挿
絵
と
同

様
に
明
確
な
典
拠
が
存
在
す
る
。

ま
ず
は
図
1
に
も
掲
げ
た
松
前
の
記
述
を
見
て
み
よ
う（
表
1
）。
内
容
を
比
較
し
て
み
れ
ば
、『
玉
鉾
』

7
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中
記
も
同
様
で
あ
る（

（1
（

。
と
り
わ
け
、
川
崎
宿
を
描
く
際
に
、
大
山
・
富
士
ほ
ど
の
遠
景
ま
で
画
面
に
組
み
入
れ
る
の
は
、『
分
間
絵
図
』
の
大

き
な
特
徴
と
言
え
よ
う
。

　

具
体
例
は
こ
れ
で
と
ど
め
る
が
、
全
体
を
見
渡
す
と
、

（a）
種
の
挿
絵
全
五
十
一
図
の
う
ち
、『
玉
鉾
』
二
十
二
図
・『
分
間
絵
図
』
二
十
二

図
の
利
用
が
認
め
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
の
八
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
強
を
こ
の
二
書
に
拠
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る（

（1
（

。

　

前
出
山
本
ゆ
か
り
氏
は
、
月
岡
雪
鼎
の
肉
筆
古
典
人
物
画
「
十
二
カ
月
屏
風
」（
滋
賀
県
立
琵
琶
湖
文
化
館
蔵
）
の
内
の
一
図
と
、『
名
勝
志
』

巻
四
「
二
村
山
」
と
の
図
様
の
類
似
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は

（b）
種
に
属
す
る
人
物
画
で
、
同
氏
に
よ
れ
ば
、
雪
鼎
は
法
眼
叙
任
（
安

永
七
〈
一
七
七
八
〉
年
）
後
に
、
か
か
る
王
朝
文
化
を
題
材
と
す
る
人
物
画
を
多
く
描
い
た
と
い
う（

（2
（

。
さ
ら
に
、
鳥
飼
酔
雅
と
の
共
同
で
製
作

し
た
絵
本
に
つ
い
て
、「
ひ
と
つ
に
は
「
古
典
の
絵
本
化
」
と
い
う
目
的
で
結
ば
れ
て
い
た
こ
と
が
判
明
す
る（

（2
（

」
と
の
指
摘
が
あ
り
、
本
来
雪

鼎
が
本
領
と
す
る
の
は
、
こ
ち
ら

（b）
の
図
様
で
あ
っ
た
か
と
推
察
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、

（a）
の
絵
に
多
く
の
典
拠
が
存
在
す
る
の
は
、
人
物

画
を
得
意
と
す
る
ゆ
え
に
、
遠
景
の
、
し
か
も
実
在
す
る
特
定
の
地
域
の
描
写
に
は
、
具
体
的
な
粉
本
を
要
し
た
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る

の
か
も
し
れ
な
い
。

（2）　

本
文
の
典
拠

　

こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、『
名
勝
志
』
の
本
分
は
絵
に
あ
っ
て
、
名
所
・
歌
枕
ご
と
の
解
説
は
副
次
的
な
も
の
に
過
ぎ
な
い
。
し
か
し
、

そ
の
微
々
た
る
地
誌
的
記
述
や
引
用
さ
れ
る
証
歌
に
も
、
挿
絵
と
同
様
に
明
確
な
典
拠
が
存
在
す
る
。

　

ま
ず
は
図
１
に
も
掲
げ
た
松
前
の
記
述
を
見
て
み
よ
う（
表
１
）。
内
容
を
比
較
し
て
み
れ
ば
、『
玉
鉾
』で
は
別
項
に
さ
れ
て
い
る「
外
の
浜
」

の
内
容
を
、「
松
前
」
に
取
り
込
む
な
ど
の
小
さ
な
改
変
は
見
ら
れ
る
も
の
の
、
本
文
に
お
い
て
も
、『
名
勝
志
』
が
『
玉
鉾
』
を
剽
窃
の
ご

と
き
態
度
で
利
用
し
て
い
る
の
は
明
白
で
あ
る
（
異
同
の
意
味
に
つ
い
て
は
後
述
）。
現
段
階
で
、
ほ
ぼ
全
文
ま
た
は
一
部
の
『
玉
鉾
』
利
用
を

指
摘
し
う
る
の
は
、
総
項
目
数
約
一
〇
六
の
お
よ
そ
三
〇
パ
ー
セ
ン
ト
に
及
ん
で
い
る
。

　

そ
の
利
用
は
『
玉
鉾
』
に
と
ど
ま
ら
ず
、
菊
本
賀
保
の
著
作
に
か
か
る
『
本日
国
花
万
葉
記
』（
横
本
十
四
巻
二
十
一
冊
、
元
禄
十
〈
一
六
九
七
〉
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年
大
坂
雁
金
屋
庄
兵
衛
ほ
か
板
、
以
下
「
万
葉
記
」
と
略
記

（
（2
（

）
も
同
様
の
頻
度
で
利
用
さ
れ
る
。
夙
に
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、『
万
葉
記
』
は
『
玉

鉾
』・『
日
本
鹿
子
』（
磯
貝
舟
也
著
、
元
禄
四
刊
）
な
ど
の
、
先
行
す
る
全
国
地
誌
の
影
響
を
強
く
受
け
て
い
る
た
め
、『
名
勝
志
』
が
い
ず
れ

を
引
用
し
て
い
る
の
か
の
判
断
に
は
慎
重
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
例
え
ば
現
宮
城
県
の
歌
枕
「
緒
絶
の
橋
」
の
箇
所
を
比
較
す
る
に
（
表

表
１

『
玉
鉾
』
巻
一

『
名
勝
志
』
巻
一

○
松ま
つ
ま
へ前　

松
前
志
广
守
殿
城
下

上
の
国
餌ゑ

指さ
し

と
い
へ
る
大
所
有
。
此
嶋
よ
り
出
る
名
物
。

　

蝋ら
つ
こ狐

の
皮か

わ　

熊く
ま

の
皮か

わ　
　
　

豹
ひ
よ
う

鹿ろ
く

膚ぶ

　

あ
ざ
ら
し　

鷹た
か　

　
　
　
　

お
つ
と
せ
い

　

鹿し
か　

　
　
　

三み

好よ
し

こ
か
ね　

と
ゞ

　

鯡
に
し
ん　

　
　
　

干か
ら
ざ
け鮭	

　
　
　

昆こ
ん
ぶ布

　

鶴　
　
　
　

白は
く
て
う鳥　

　
　
　

雁か
ん

諸し
よ
こ
く国

の
商

し
や
う

売ば
い

人
、
爰
に
渡
り
、
万
上
方
の
ご
と
く
繁は

ん

昌じ
や
うの

大
湊

み
な
と

也
。
浦

〳
〵
の
末
〳
〵
は
、
昆こ

ん
布ふ

に
て
葺ふ

き
し
軒の

き
端ば

の
人
家
も
見
へ
わ
た
り
ぬ
。
是
よ

り
嶋
国
へ
は
番
所
あ
り
て
人
の
通
ひ
絶た

へ
た
り
。

松
前

松
前
志
摩
守
殿
御
城
下
。
上
の
国く

に
、
餌ゑ

指さ
し

と
い
へ
る
繁は

ん
く
わ花

の
地ち

あ
り
。
此
所

よ
り
出
る
名め

い
さ
ん産

、

　

蝋ら
く
こ狐

皮か
は　

　
　

熊
く
ま
の

皮か
は　

鷹た
か

　

あ
さ
ら
し　
　

鹿し
か　

　

三
好よ

し
こ
か
ね

　

お
つ
と
せ
い　

鯡
に
し
ん　

　

干か
ら
さ
け鮭

　

昆こ
ん
ぶ布　

　
　
　

鶴つ
る　

　

白は
く
て
う鳥

諸し
よ
こ
く国

の
商あ

き
び
と人

爰こ
ゝ

に
わ
た
り
、
繁は

ん
て
う昌

の
大お

ゝ

湊み
な
とな

り
。
浦う

ら
は
〳
〵
の
賤し

づ
の
家や

は
、

昆こ
ん

布ぶ

に
て
ふ
き
し
の
き
ば
見
へ
わ
た
り
、
是こ

れ
よ
り
嶋し

ま
ぐ
に国

へ
は
番は

ん
し
よ所

あ
り
て

故ゆ
へ

な
く
て
は
往ゆ

き還ゝ
か
な
は
ず
。

○
外そ
と
の
浜は
ま

此
所
今
に
殺せ

つ

生
し
や
う

人
、
猟

り
や
う

師し

の
世
を
わ
た
る
業わ

さ
と
て
幽

か
す
かに

住
あ
れ
て
物
淋
し

き
浦
也
。

（「
松
前
」
続
き
）
外そ

と
の
浜は

ま
は
猟り

や
う
し人

の
住す

み
あ
れ
た
る
さ
び
し
き
浦う

ら
な
り
。
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２
）、
証
歌
を
記
す
の
み
の
『
玉
鉾
』
に
対
し
て
、『
万
葉
記
』
は
そ
の
別
名
を
示
し
（
傍
線
a
）、
歌
語
と
し
て
の
用
い
方
（
同
b
）
や
本
意
を

説
い
て
お
り
（
同
c
）、
そ
れ
が
『
名
勝
志
』
に
文
章
と
し
て
再
構
成
さ
れ
て
い
る
（『
万
葉
記
』
傍
線
b
の
空
白
部
分
は
原
文
の
通
り
）
の
は
明
白

で
あ
る
。
た
だ
し
、
証
歌
（「
人
こ
ゝ
ろ
…
」）
は
『
玉
鉾
』
の
方
に
同
じ
だ
か
ら
、
こ
こ
は
『
玉
鉾
』
と
『
万
葉
記
』
を
併
用
し
て
い
る
こ
と

が
理
解
さ
れ
る
。

　

続
い
て
引
用
さ
れ
る
証
歌
に
つ
い
て
考
え
た
い
。『
名
勝
志
』
に
引
用
さ
れ
る
和
歌
は
総
計
一
〇
二
首
で
、そ
の
う
ち
七
十
三
首
は
『
玉
鉾
』

に
一
致
す
る
。
そ
の
中
に
は
、『
玉
鉾
』
が
表
記
を
誤
る
歌
を
そ
の
ま
ま
載
せ
て
い
る
の
が
十
首
ほ
ど
含
ま
れ
て
い
て
、『
玉
鉾
』
の
利
用
を

裏
付
け
る
（
出
典
や
作
者
を
明
記
し
な
い
こ
と
も
踏
襲
。
た
だ
し
例
外
も
あ
り
）。

　

た
だ
、む
し
ろ
興
味
深
い
の
は
、両
書
間
で
異
同
を
見
出
し
う
る
十
三
首
の
方
で
、①
『
玉
鉾
』
の
誤
り
を
訂
正
す
る
も
の
（
五
首
）・
②
『
名

勝
志
』
の
方
が
誤
る
も
の
（
八
首
）、
に
分
類
さ
れ
る
。

表
２

『
玉
鉾
』
巻
一

『
万
葉
記
』
巻
十
一

『
名
勝
志
』
巻
一

○
緒を
た
へ
の絶
橋

白
玉
の
を
た
へ
の
は
し
の
名
も
つ
ら
し
乱
て

落
る
袖
の
涙
に

人
心
を
た
へ
の
橋
に
立
帰
り
木
葉
ふ
り
し
く

秋
の
通
路

緒
た
へ
の
橋

とａ

だ
へ
の
橋
共
丸
木
橋
共
い
へ
り
。

名
景　

東ｂ

路
の　

み
ち
の
く
の　

白
玉
の　

共
よ

め
り
。続

後
撰　

白
玉
の
お
だ
へ
の
橋
の
名
も
つ
ら

し
く
だ
け
て
落
る
袖
の
涙
に　
　
　
　

定
家

と
だ
へ
共
云
に
よ
り
て
、
あｃ

や
う
き
よ
し
を
よ
め

り
。

緒を
だ
へ絶
の
橋は
し

人
こ
ゝ
ろ
お
だ
へ
の
は
し
に
立た

ち
か
へ帰

り
木こ

の

葉は

ふ
り
し
く
秋あ

き
の
か
よ
ひ
路ぢ

戸ａ

だ
と

へ
の
は
し
共
丸ま

る
木き

ば
し
と
も
よ
め
り
。

東ｂ

路
あ
つ
ま
ぢ

の
と
だ
へ
、
白し

ら
た
ま玉

の
を
だ
へ
、
み
ち
の
く

の
と
だ
へ
と
も
。
い
づ
れ
も
あｃ

や
う
き
さ
ま
を

よ
め
り
。

（ 　 ）12
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白し
ろ
た
へ妙

の
富ふ

し士
の
高た

か

根ね

に
月つ

き
さ
へ寒

て
こ
ほ
り
を
し
け
る
浮う

き
し
ま島

が
は
ら

右
の
歌
は
、『
名
勝
志
』
巻
三
「
浮

う
き
し
ま
が島

原は
ら

」
に
引
か
れ
る
前
者
の
例
。『
新
拾
遺
和
歌
集
』（
二
条
為
明
・
頓
阿
編
、
貞
治
三
〈
一
三
六
四
〉
成
）
を

出
典
と
す
る
源
有
長
に
よ
る
歌
で
、『
玉
鉾
』
は
初
句
を
「
白
砂0

の
」（
傍
点
論
者
）
に
誤
る
の
を
、『
名
勝
志
』
は
訂
正
し
た
上
で
引
用
し
て
い
る
。

　

一
方
、
②
の
八
首
中
六
首
は
、
何
に
拠
っ
た
結
果
誤
っ
た
の
か
不
明
な
が
ら
、
残
る
二
首
は
『
万
葉
記
』
の
記
載
を
採
用
し
た
た
め
に
誤
っ

て
し
ま
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
表
３
の
二
首
は
、
そ
れ
ぞ
れ
１
が
『
金
槐
和
歌
集
』（
鎌
倉
時
代
成
）、
２
が
『
名
所
方
角
抄
』（
近
世
初
期
成
、

小
本
一
冊
、
寛
文
六
〈
一
六
六
六
〉
年
、
京
都
谷
岡
七
左
衛
門
板
）
を
出
典
と
し
、
い
ず
れ
も
『
玉
鉾
』
は
正
確
に
引
い
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

『
名
勝
志
』
の
引
用
は
『
万
葉
記
』
の
表
記
に
一
致
し
（
傍
線
部
）、
同
書
を
机
辺
に
置
い
て
い
た
証
左
と
な
る
。

　

そ
の
ほ
か
、
一
部
に
は
『
名
所
方
角
抄
』（
以
下
、『
方
角
抄
』
と
略
記
）
か
ら
の
引
き
写
し
と
思
わ
れ
る
ケ
ー
ス
も
指
摘
で
き
る
。
表
４
は
、

先
引
『
名
勝
志
』
巻
四
「
菊
川
」（
現
静
岡
県
）
の
本
文
部
分
で
あ
る（

（2
（

。
同
所
は
『
玉
鉾
』
に
も
立
項
さ
れ
る
が
、表
３
に
挙
げ
た
歌
と
と
も
に
、

「
此
所
に
矢や

の
根ね

か

ぢ
鍛
冶
の
名め

い
じ
ん人

有
。
ま
た
切き

り
あ
め飴

の
名
物
有
」
と
い
う
解
説
が
付
さ
れ
る
の
み
で
、『
名
勝
志
』
と
の
共
通
要
素
が
少
な
い
。
従
っ

表
３

『
玉
鉾
』

『
万
葉
記
』

『
名
勝
志
』

１

武
士
の
矢
な
み
つ
く
ろ
ふ
こ
手
の
上
に

丸
雪
た
は
し
る
那
須
の
し
の
原

（
巻
一
「
○
那な

す
の

須
野
」）

武
士
の
矢
な
み
つ
く
ろ
ふ
小
手
の
上
に

霰
た
ば
し
る
な
す
の
さ
ゝ
は
ら

（
巻
十
一
「
殺
生
石
」）

武も
の
ゝ
ふ士

の
矢や

な
み
つ
く
ろ
ふ
小
手
の
う
へ
に

あ
ら
れ
た
ば
し
る
な
す
の
さ
ゝ
は
ら

（
巻
二
「
那な

す
の

須
野
」）

２

わ
す
れ
め
や
軒
の
萱
ま
に
雨
も
り
て

袖
引
か
ぬ
る
菊
川
の
宿

（
巻
三
「
○
菊き

く
川
」）

忘
れ
め
や
萱
が
軒
ば
に
雨
も
り
て

袖
引
か
ぬ
る
菊
川
の
宿

（
巻
八
「
菊
川
」）

忘わ
す

れ
め
や
萱か

や
か
軒の

き
端ば

に
あ
め
も
り
て

袖そ
で

ひ
き
か
ぬ
る
菊き

く
が
わ川

の
宿

し
ゆ
く（

巻
四
「
金か

な
谷や
・
菊き

く
が
は川

」）

（ 　 ）13
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て
、『
万
葉
記
』
の
み
を
比
較
対
象
と
す
る
。

　

一
部
『
万
葉
記
』・『
方
角
抄
』
双
方
に
見
ら
れ
る
表
現
も
存
す
る（

（2
（

け
れ
ど
も
、「
宿
在
之
」
の
よ
う
な
字
句
の
共
通
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、

歴
史
故
事
に
終
始
す
る
『
万
葉
記

（
（2
（

』
で
な
く
、『
方
角
抄
』（
増
補
版
）
の
地
誌
的
記
述
を
採
用
し
た
の
は
確
実
と
言
え
よ
う
。
た
だ
し
、
先
述

の
通
り
証
歌
は『
万
葉
記
』に
拠
っ
て
お
り
、編
者
が
複
数
の
資
料
を
か
な
り
意
識
的
に
使
い
分
け
て
い
る
様
子
が
窺
わ
れ
る
。今
の
と
こ
ろ『
方

角
抄
』
の
利
用
が
確
認
で
き
る
の
は
、
ほ
か
に
「
小
夜
の
中
山
」・「
浜
名
の
橋
」・「
白
須
賀
」（
以
上
巻
四
）、「
笠
寺
」（
巻
五
）
な
ど
。

表
４

『
万
葉
記
』
巻
八

『
方
角
抄
』

『
名
勝
志
』
巻
四

 

菊
川　

さ
よ
の
山
、
東
の
麓
。
日
坂
の
宿
よ
り	

東
也
。
海
道
也
。
む
か
し
、承
久
の
合
戦
の
と
き
、

院
宣
か
き
し
咎
に
よ
り
光
親
卿
関
東
へ
召
と
ら

れ
、
此
所
に
誅
せ
ら
れ
給
ひ
し
時
、

　
　

昔
ム
カ
シ
ハ	

南ナ
ン	

陽ヤ
ウ	

県ケ
ン
ノ	

菊キ
ク	

水ス
イ

　
　

汲ク
ン
テ

二	

下カ　

 

流リ
ウ
ヲ

一	

延ノ
フ

レ　
寿イ

ノ
チ

	

今イ
マ
ハ	

東ト
ウ	

海カ
イ	

道タ
ウ
ノ	

菊キ
ク

ー	

川カ
ハ

	

添ソ
ウ
テ

二	

西セ
イ	

岸カ
ン
ニ

一	

終ヲ
フ

レ	

命ヲ

　

か
や
う
に
作
り
て
、
白ハ

ク
ジ
ン刃

の
下
に
空
敷
成
給
へ

り
。

忘
れ
め
や
萱
が
軒
ば
に
雨
も
り
て
袖
引
か
ぬ

る
菊
川
の
宿

菊き
く
川

　

さ
よ
の
山
の
ひ
か
し
の
梺
な
り
。
宿
在
之
。
川

は
北
よ
り
南
へ
な
か
れ
た
り
。
ほ
そ
き
川
な
り
。

忘
れ
め
や
軒
の
萱
か
ま
に
雨
も
り
て
袖
引
か

ぬ
る
菊
川
の
宿

又
、
海
道
に
は
名
所
お
ほ
く
あ
れ
共
、
其
在
所
不

分
明
。（
以
下
略
）

金か
な
谷や

　
菊き
く
か
は川

忘わ
す

れ
め
や
萱か

や
か
軒の

き
端ば

に
あ
め
も
り
て
袖そ

で
ひ
き

か
ぬ
る
菊き

く
が
わ川

の
宿

し
ゆ
く

　

菊き
く
が
は川

、
さ
よ
の
山
の
東

ひ
が
しの

麓
ふ
も
とな

り
。
宿

し
ゆ
く

在あ
り

之
。

川
は
北き

た
よ
り
南

み
な
みへ

な
が
れ
た
り
。
細ほ

そ
き
川
也
。
又
、

街か
い
だ
う道

に
名め

い
し
よ所

多お
ほ

く
あ
れ
ど
も
、
そ
の
在ざ

い
し
よ所

さ
だ
か

な
ら
す
。
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以
上
を
ま
と
め
る
と
、
宝
暦
期
の
名
所
絵
本
た
る
『
東
国
名
勝
志
』
は
、
い
ず
れ
も
元
禄
年
間
刊
行
の
日
本
地
誌
・
東
海
道
の
道
中
絵
図
、

お
よ
び
寛
文
頃
出
版
の
連
歌
用
語
集
に
依
拠
し
て
成
立
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。基
本
的
に
証
歌
・
絵
と
も
に『
玉
鉾
』を
主
要
典
拠
と
し
つ
つ
、

足
ら
ざ
る
を
『
万
葉
記
』
や
『
方
角
抄
』
で
補
う
と
い
う
傾
向
が
あ
る
。

　

た
だ
、
巻
四
・
五
と
進
む
に
つ
れ
、
証
歌
が
『
玉
鉾
』・『
万
葉
記
』
を
拠
り
所
と
し
な
い
項
目
が
増
え
る
が
、
そ
れ
は
、
所
謂
伝
統
的
な
歌

枕
の
項
目
が
減
り
、そ
れ
以
外
の
新
し
い
名
所
項
目
が
増
す
た
め
だ
と
思
わ
れ
る
。
典
拠
の
一
つ
た
る
『
玉
鉾
』
も
、東
海
道
の
同
地
域
に
は
、

そ
も
そ
も
証
歌
を
伴
わ
な
い
項
目
が
多
い
の
で
あ
る
。

　
『
名
勝
志
』
編
者
は
、
そ
の
証
歌
の
不
足
を
補
う
た
め
に
、
さ
ら
に
別
の
資
料
を
用
意
し
た
。
こ
れ
ま
た
元
禄
期
に
公
刊
さ
れ
た
、
俳
人
谷

口
重し

げ
こ
れ以

著
『
吾
妻
紀
行
』（
半
紙
本
三
巻
三
冊
、
元
禄
四
〈
一
六
九
一
〉
年
、
京
都
吉
文
字
屋
市
郎
兵
衛
・
江
戸
同
三
郎
兵
衛
・
大
坂
同
伝
兵
衛
・
京
都
笠

馬
市
十
郎
板
）
で
あ
る
。
表
５
を
ご
覧
い

た
だ
き
た
い
。
こ
れ
は
『
名
勝
志
』
引

用
歌
の
依
拠
資
料
と
そ
の
歌
数
を
ま
と

め
た
も
の（

（2
（

で
、
こ
れ
を
見
る
と
、『
名
勝

志
』
に
見
え
る
証
歌
の
う
ち
『
玉
鉾
』

に
確
認
で
き
な
い
の
が
二
十
九
首
あ
り
、

前
述
の
通
り
巻
四
・
五
に
集
中
し
て
い

て
、
そ
の
多
く
が
『
吾
妻
紀
行
』
に
見

出
さ
れ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
す
な
わ
ち
、

同
書
が
引
用
す
る
、
主
に
近
世
歌
人
に

よ
る
作
品
が
、
そ
の
不
足
分
を
補
っ
て

表
５

歌
数

『
玉
鉾
』
に
見

え
な
い
歌

『
万
葉
記
』

『
方
角
抄
』

『
吾
妻
紀
行
』

巻
一

26

4

1

0

0

巻
二

15

2

0

0

2

巻
三

19

4

1

2

0

巻
四

25

10

1

0

7

巻
五

17

9

0

0

9

合
計

102

29

3

2

18
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い
る
わ
け
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
烏
丸
光
広
（「
石
薬
師
」・「
蟹
が
坂
」・「
石
部
」）、
沢
庵
（「
赤
坂
」・「
石
薬
師
」）、
遊
行
四
十
二
代
尊
任
（「
品

川
」）。
元
政
（「
桑
名
」）
ら
の
和
歌
・
狂
歌
が
そ
れ
に
当
た
る
。

　

こ
れ
で
主
た
る
依
拠
資
料
を
明
ら
か
に
し
え
た
わ
け
だ
が
、『
吾
妻
紀
行
』
の
板
元
が
「
吉
文
字
屋
市
郎
兵
衛
」
な
る
書
肆
で
あ
る
こ
と
は

興
味
深
い
。
実
際
の
関
係
は
不
明
だ
け
れ
ど
も
、
後
述
す
る
よ
う
に
、『
名
勝
志
』
は
、
吉
文
字
屋
の
積
極
的
な
営
業
活
動
の
成
果
と
言
う
こ

と
が
で
き
、「
市
郎
兵
衛
」
が
系
列
を
同
じ
く
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
も
そ
の
一
例
と
な
る
わ
け
で
あ
る
。

四　

受
容
態
度
と
「
東
国
」
認
識

　

そ
れ
で
は
、
編
者
は
い
か
な
る
態
度
で
こ
れ
ら
先
行
作
を
受
容
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
特
に
巻
一
の
蝦
夷
・
陸
奥
部
分
に
つ
い
て
、『
玉
鉾
』

と
の
関
係
に
限
定
し
て
検
証
し
つ
つ
、
そ
こ
か
ら
導
き
出
さ
れ
る
「
東
国
」
観
に
つ
い
て
も
一
言
し
て
お
く
。

（1）　

継
承
す
る
要
素

　

図
６
は
そ
れ
ぞ
れ
の
本
文
冒
頭
部
で
あ
る
。
両
書
と
も
に
最
初
の
項
目
を
「
日
の
出
の
浜
」
と
し
て
お
り
、
他
の
文
献
や
地
図
類
に
見
出

し
難
い

（
（2
（

こ
の
地
名
・
地
域
名
の
共
通
と
、
そ
れ
を
冒
頭
に
配
す
る
構
造
こ
そ
が
、
そ
も
そ
も
『
名
勝
志
』
の
『
玉
鉾
』
利
用
を
裏
付
け
て
い

る
（『
日
本
鹿
子
』・『
国
花
万
葉
記
』
と
も
山
城
国
を
初
発
と
す
る
）。『
玉
鉾
』
が
証
歌
と
し
て
、

　
　

我
国
は
天
照
神
の
末
な
れ
は
日
の
本
と
し
も
云
に
そ
有
け
る

　
　

天
津
空
替
ら
す
照
す
日
の
本
の
国
静
な
る
御
代
そ
か
し
こ
き

と
い
う
二
首
を
挙
げ
る（

（2
（

こ
と
か
ら
、「
日
の
出
の
浜
」
は
「
日
の
本
」（
太
字
部
分
）
に
通
じ
る
名
称
と
察
せ
ら
れ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、

中
世
後
期
の
「
日
の
も
と
」
の
呼
称
を
、「
津
軽
か
ら
「
え
ぞ
が
島
」
の
南
端
に
い
た
る
地
域
、か
つ
て
の
日
本
国
の
東
の
境
界
、外
が
浜
、「
え

ぞ
が
島
」
の
範
囲
を
さ
す
も
の（

（2
（

」
か
と
分
析
さ
れ
た
大
石
直
正
氏
の
説
を
受
け
て
、
浅
倉
有
子
氏
が
、

（ 　 ）16
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（
論
者
注
―
『
玉
鉾
』
の
）
日
の

出
の
浜
は
日
の
本
に
通
じ
、
大

石
直
正
氏
ら
に
よ
っ
て
明
ら
か

に
さ
れ
た
、
中
世
後
期
に
お
け

る
日
本
の
東
の
境
界
と
い
う
認

識
を
反
映
し
た
も
の
と
考
え
ら

れ
る（

（3
（

。

と
指
摘
さ
れ
る
。

　

ま
た
、そ
の
よ
う
な
「
東
の
果
て
」

と
い
う
境
界
領
域
と
し
て
の
意
味
と

と
も
に
、
平
林
香
織
氏
が
言
わ
れ
る

よ
う
に
、『
玉
鉾
』
全
体
の
、
日
本

の
国
土
を
意
識
し
た
構
成
の
導
入
と

い
う
意
味
も
あ
る
だ
ろ
う
。
同
氏
は

そ
の
首
尾
一
貫
し
た
姿
勢
（
序
文
書

き
出
し
「
久ひ

さ
か
た
の
日ひ

の
も
と本

」
と
巻
四
末

図
６　

本
文
冒
頭

『
玉
鉾
』
巻
一

『
名
勝
志
』
巻
一

（
論
者
注
―
『
玉
鉾
』
の
）日
の
出
の
浜
は
日
の
本
に
通
じ
、
大
石
直
正
氏
ら
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ

た
、
中
世
後
期
に
お
け
る
日
本
の
東
の
境
界
と
い
う
認
識
を
反
映
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。（

30
）

と
指
摘
し
さ
れ
る
。

図
6

本
文
冒
頭

『
玉
鉾
』
巻
一

『
名
勝
志
』
巻
一

ま
た
、
そ
の
よ
う
な
「
東
の
果
て
」
と
い
う
境
界
領
域
と
し
て
の
意
味
と
と
も
に
、
平
林
香
織
氏
が
言
わ

れ
る
よ
う
に
、『
玉
鉾
』
全
体
の
、
日
本
の
国
土
を
意
識
し
た
構
成
の
導
入
と
い
う
意
味
も
あ
る
だ
ろ
う
。

同
氏
は
そ
の
首
尾
一
貫
し
た
姿
勢（
序
文
書
き
出
し
「

　
ひ
さ久

　か
た
の

　
ひ
の
も
と

日
本
　」
と
巻
四
末
尾
「
久
か
た
の
入
日
」）を
重
視

し
、
強
い
国
家
意
識
の
表
れ
を
指
摘
さ
れ
る（

31
）。『

名
勝
志
』
も
、
意
識
的
に
で
は
な
い
に
せ
よ
、
そ
の
「
東

国
」
を
始
原
と
す
る
か
の
ご
と
き
国
土
観
の
に
じ
む
導
入
を
、
引
き
継
い
で
い
る
こ
と
に
な
る
。

以
下
、
こ
の
箇
所
で
は
「
蝋
狐
嶋
」・「
常
盤
嶋
」
が
『
名
勝
志
』
に
も
、
図
様
の
み
で
は
あ
る
が
、
継

承
さ
れ
る
。
前
者
は
『
大
日
本
地
名
辞
書
』
を
は
じ
め
諸
氏
に
よ
っ
て

　
う
る
つ
ぷ

得
撫
　島（
千
島
列
島
の
一
）に
比
定
さ

れ（
32
）、

実
在
の
島
と
さ
れ
る
一
方
、
後
者
「
常
盤
嶋
」
は
架
空
の
土
地
で
あ
り
、『
玉
鉾
』
は
「
毎
年
八
月
十

五
日
よ
り

　
は
つ
か
り

初
雁
　の
渡
り
く
る

　
し
ま
く
に

島
国
　是
也
」
と
解
説
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
十
四
世
紀
初
頭
の
日
本
図
に
初

出
と
言
わ
れ
る
「
雁
道
」
な
る
、
や
は
り
伝
説
的
な
土
地（

33
）（

異
類
異
形
の
住
処
と
い
う
）と
関
連
し
よ
う
。

す
な
わ
ち
、
中
世
か
ら
近
世
前
期
ま
で
の
日
本
図
に
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
、
所
謂
女
人
島
や
小
人
島
と

い
っ
た
架
空
の
島
々
と
同
種
の
「
常
盤
嶋
」
や
、
か
つ
て
の
人
々
が
東
方
に
抱
い
た
興
味
や
エ
キ
ゾ
チ
シ

ズ
ム
を
色
濃
く
残
す
「
日
の
出
の
浜
」
と
い
う
地
名
を
引
き
継
ぐ
こ
と
に
よ
っ
て
、『
玉
鉾
』
に
示
さ
れ
た

12

（
論
者
注
―
『
玉
鉾
』
の
）日
の
出
の
浜
は
日
の
本
に
通
じ
、
大
石
直
正
氏
ら
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ

た
、
中
世
後
期
に
お
け
る
日
本
の
東
の
境
界
と
い
う
認
識
を
反
映
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。（

30
）

と
指
摘
し
さ
れ
る
。

図
6

本
文
冒
頭

『
玉
鉾
』
巻
一

『
名
勝
志
』
巻
一

ま
た
、
そ
の
よ
う
な
「
東
の
果
て
」
と
い
う
境
界
領
域
と
し
て
の
意
味
と
と
も
に
、
平
林
香
織
氏
が
言
わ

れ
る
よ
う
に
、『
玉
鉾
』
全
体
の
、
日
本
の
国
土
を
意
識
し
た
構
成
の
導
入
と
い
う
意
味
も
あ
る
だ
ろ
う
。

同
氏
は
そ
の
首
尾
一
貫
し
た
姿
勢（
序
文
書
き
出
し
「

　
ひ
さ久

　か
た
の

　
ひ
の
も
と

日
本
　」
と
巻
四
末
尾
「
久
か
た
の
入
日
」）を
重
視

し
、
強
い
国
家
意
識
の
表
れ
を
指
摘
さ
れ
る（

31
）。『

名
勝
志
』
も
、
意
識
的
に
で
は
な
い
に
せ
よ
、
そ
の
「
東

国
」
を
始
原
と
す
る
か
の
ご
と
き
国
土
観
の
に
じ
む
導
入
を
、
引
き
継
い
で
い
る
こ
と
に
な
る
。

以
下
、
こ
の
箇
所
で
は
「
蝋
狐
嶋
」・「
常
盤
嶋
」
が
『
名
勝
志
』
に
も
、
図
様
の
み
で
は
あ
る
が
、
継

承
さ
れ
る
。
前
者
は
『
大
日
本
地
名
辞
書
』
を
は
じ
め
諸
氏
に
よ
っ
て

　
う
る
つ
ぷ

得
撫
　島（
千
島
列
島
の
一
）に
比
定
さ

れ（
32
）、

実
在
の
島
と
さ
れ
る
一
方
、
後
者
「
常
盤
嶋
」
は
架
空
の
土
地
で
あ
り
、『
玉
鉾
』
は
「
毎
年
八
月
十

五
日
よ
り

　
は
つ
か
り

初
雁
　の
渡
り
く
る

　
し
ま
く
に

島
国
　是
也
」
と
解
説
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
十
四
世
紀
初
頭
の
日
本
図
に
初

出
と
言
わ
れ
る
「
雁
道
」
な
る
、
や
は
り
伝
説
的
な
土
地（

33
）（

異
類
異
形
の
住
処
と
い
う
）と
関
連
し
よ
う
。

す
な
わ
ち
、
中
世
か
ら
近
世
前
期
ま
で
の
日
本
図
に
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
、
所
謂
女
人
島
や
小
人
島
と

い
っ
た
架
空
の
島
々
と
同
種
の
「
常
盤
嶋
」
や
、
か
つ
て
の
人
々
が
東
方
に
抱
い
た
興
味
や
エ
キ
ゾ
チ
シ

ズ
ム
を
色
濃
く
残
す
「
日
の
出
の
浜
」
と
い
う
地
名
を
引
き
継
ぐ
こ
と
に
よ
っ
て
、『
玉
鉾
』
に
示
さ
れ
た

12

尾
「
久
か
た
の
入
日
」）
を
重
視
し
、
強
い
国
家
意
識
の
表
れ
を
指
摘
さ
れ
る（

（3
（

。『
名
勝
志
』
も
、
意
識
的
に
で
は
な
い
に
せ
よ
、
そ
の
「
東
国
」

を
始
原
と
す
る
か
の
ご
と
き
国
土
観
の
に
じ
む
導
入
を
、
引
き
継
い
で
い
る
こ
と
に
な
る
。

　

以
下
、こ
の
箇
所
で
は
「
蝋
狐
嶋
」・「
常
盤
嶋
」
が
『
名
勝
志
』
に
も
、図
様
の
み
で
は
あ
る
が
、継
承
さ
れ
る
。
前
者
は
『
大
日
本
地
名
辞
書
』
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を
は
じ
め
諸
氏
に
よ
っ
て
得う

る
つ
ぷ撫

島
（
千
島
列
島
の
一
）
に
比
定
さ
れ（

（3
（

、
実
在
の
島
と
さ
れ
る
一
方
、
後
者
「
常
盤
嶋
」
は
架
空
の
土
地
で
あ
り
、

『
玉
鉾
』
は
「
毎
年
八
月
十
五
日
よ
り
初は

つ
か
り雁

の
渡
り
く
る
島し

ま
く
に国

是
也
」
と
解
説
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
十
四
世
紀
初
頭
の
日
本
図
に
初
出
と
言

わ
れ
る
「
雁
道
」
な
る
、
や
は
り
伝
説
的
な
土
地

（
（3
（

（
異
類
異
形
の
住
処
と
い
う
）
と
関
連
し
よ
う
。

　

す
な
わ
ち
、
中
世
か
ら
近
世
前
期
ま
で
の
日
本
図
に
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
、
所
謂
女
人
島
や
小
人
島
と
い
っ
た
架
空
の
島
々
と
同
種
の
「
常

盤
嶋
」
や
、
か
つ
て
の
人
々
が
東
方
に
抱
い
た
興
味
や
エ
キ
ゾ
チ
シ
ズ
ム
を
色
濃
く
残
す
「
日
の
出
の
浜
」
と
い
う
地
名
を
引
き
継
ぐ
こ
と

に
よ
っ
て
、『
玉
鉾
』
に
示
さ
れ
た
古
代
・
中
世
以
来
の
辺
境
・
境
界
と
し
て
の
東
国
認
識
を
、『
名
勝
志
』
は
は
か
ら
ず
も
伝
播
さ
せ
る
こ

と
に
な
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

（2）　

捨
象
さ
れ
た
要
素

　

し
か
し
、
そ
の
全
て
を
受
け
入
れ
た
の
で
は
な
い
。『
名
勝
志
』
が
あ
え
て
改
変
や
削
除
を
行
っ
た
事
例
も
散
見
す
る
の
で
あ
る
。

　

ま
ず
、
図
様
に
つ
い
て
見
る
と
、『
玉
鉾
』
で
は
「
ま
つ
ま
へ
」
が
独
立
し
た
土
地
に
描
か
れ
、
蝦
夷
地
た
る
「
ゑ
そ
か
ち
し
ま
」
と
分
離

し
て
し
ま
っ
て
い
る
の
に
対
し
、『
名
勝
志
』
は
、
松
前
の
後
方
に
、
明
記
は
し
な
い
も
の
の
、
明
ら
か
に
蝦
夷
地
と
思
わ
れ
る
地
続
き
の
広

大
な
土
地
を
描
き
込
ん
で
い
る
。
刊
行
日
本
図
に
お
い
て
、
十
七
世
紀
後
半
か
ら
十
八
世
紀
に
か
け
て
、〈
夷
狄
〉
＝
〈
蝦
夷
地
〉
と
松
前
を

陸
続
き
に
描
く
も
の
と
、
松
前
を
島
と
し
て
表
現
す
る
も
の
と
が
併
存
し
て
い
た
こ
と
が
、
米
家
志
乃
布
氏
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
お

り
（
（3
（

、『
名
勝
志
』
の
図
様
は
そ
の
一
典
型
を
示
す
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

刊
行
日
本
図
に
見
え
る
蝦
夷
地
の
地
域
情
報
は
、時
代
が
下
る
に
比
例
し
て
正
確
・
詳
細
と
な
る
と
は
一
概
に
言
え
な
い
と
い
う（

（3
（

。
し
か
し
、

松
前
を
狭
小
な
島
の
よ
う
に
描
か
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
り
、結
果
的
に
は『
玉
鉾
』の
表
現
よ
り
も『
名
勝
志
』の
方
が〝
正
確
〟に
な
っ
て
い
る
。

　

民
間
の
北
方
図
で
は
、『
和
漢
三
才
図
会
』
巻
六
十
四
所
載
の
「
蝦ゑ

そ
の夷

之
図つ

」
が
、
十
八
世
紀
広
範
に
流
布
し
、
強
い
影
響
力
を
有
し
て
い

た
と
指
摘
さ
れ
る（

（3
（

。
現
北
海
道
部
分
を
南
北
に
縦
長
に
描
写
し
、
松
前
の
あ
る
前
方
部
分
（
渡
島
半
島
）
を
小
さ
く
、
後
方
を
そ
れ
よ
り
も
大

き
く
描
く
形
状
や
、
東
方
に
架
空
の
島
を
配
し
て
、
北
方
に
大
陸
の
一
部
（『
名
勝
志
』
で
は
「
高か

う
ら
い麗

」）
を
置
く
と
い
う
諸
特
徴
か
ら
、『
名
勝

（ 　 ）18
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志
』
も
そ
の
系
統
に
連
な
る
も
の
と
言
え
る
。

　

た
だ
し
、
北
構
保
男
氏
に
よ
る
と
、
こ
の
『
名
勝
志
』
の
蝦
夷
・
松
前
の
図
様
に
酷
似
す
る
も
の
が
、
既
に
寛
延
四
／
宝
暦
元
（
一
七
五
一
）

年
刊
『
増
補
海
陸
行
程
細
見
記
』（
鳥
飼
酔
雅

0

0

0

0

編
・
刊
、
以
下
「
海
陸
」）
に
見
ら
れ
る
だ
け
で
な
く
、
上
方
の
民
間
地
図
作
者
た
る
森
幸
安
作
の

写
図
『
蝦
夷
之
畧
図
』（
元
文
二
〈
一
七
三
七
〉
成
）
に
も
写
さ
れ
て
い
る
と
い
う（

（3
（

。
要
す
る
に
、こ
の
鳥
瞰
図
は
、宝
暦
前
後
に
鳥
飼
酔
雅
に
よ
っ

て
、
あ
ら
か
じ
め
道
中
記
の
た
め
に
考
案
さ
れ
て
い
た
図
様
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、
幕
府
に
よ
る
探
検
調
査
（
天
明
五
〈
一
七
八
五
〉
～
同
六
年
）
で
得
ら
れ
た
情
報
が
反
映
さ
れ
た
、
長
久
保
赤
水
「
蝦
夷
松

前
図
」（
寛
政
七
〈
一
七
九
五
〉
頃
刊
）
が
現
れ
る
ま
で
は
、こ
の
縦
長
描
写
が
一
般
的
で
あ
っ
た
わ
け
で
、『
名
勝
志
』
な
ど
の
蝦
夷
地
表
象
も
、

当
時
の
民
間
の
地
理
認
識
を
い
さ
さ
か
も
超
え
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
指
摘
で
き
る
。

　
『
玉
鉾
』と
の
比
較
に
戻
ろ
う
。『
玉
鉾
』で
は「
ら
つ
こ
し
ま
」か
ら「
ゑ
そ
か
ち
し
ま
」に
架
か
る「
氷
の
わ
た
り
」な
る
橋
や
、先
述
の「
と

き
は
し
ま
」
か
ら
飛
来
し
た
と
思
わ
れ
る
雁
の
群
れ
（「
か
り
の
わ
た
し
」）
が
描
き
込
ま
れ
て
い
る
（
図
６
）
が
、
こ
れ
ら
の
多
分
に
伝
承
的
で

実
在
と
は
考
え
難
い
要
素
を
、『
名
勝
志
』で
は
全
て
取
り
払
っ
て
い
る（「
常
盤
嶋
」に
し
て
も
所
付
の
み
で
解
説
は
し
な
い
）。
特
に
着
目
す
べ
き
は
、

『
玉
鉾
』
に
は
「
日
の
本
」
の
明
確
な
表
徴
と
し
て
描
か
れ
て
い
た
日
輪
が
姿
を
消
し
、「
夷
千
嶋
」
の
一
部
と
し
て
実
在
す
る
か
の
よ
う
に

明
示
さ
れ
て
い
た
「
日
の
出
の
浜
」
も
、
具
体
的
な
場
所
の
特
定
は
な
さ
れ
な
い
こ
と
で
あ
る
。
前
掲
『
海
陸
』
も
ほ
ぼ
同
様
だ
け
れ
ど
も
、

同
資
料
に
は
、『
玉
鉾
』
に
も
無
い
、「
日
の
出
の
浜
」
の
地
名
と
し
て
の
注
記
が
見
ら
れ
る
の
に
対
し
、『
名
勝
志
』
は
そ
れ
を
も
削
除
し
て

い
る
。

　

こ
れ
は
、「
そ
と
の
は
ま
」
に
描
か
れ
て
い
た
、
同
地
を
舞
台
と
す
る
謡
曲
「
善
知
鳥
」
の
詞
章
に
よ
る
で
あ
ろ
う
、
二
羽
の
鳥
（
う
と
う
・

や
す
か
た
）
の
絵
を
削
除
し
、
同
所
の
解
説
か
ら
「
殺
生
人
」
と
い
う
猟
師
の
形
容
句
を
割
愛
し
た
こ
と
と
同
じ
く
、
不
確
実
な
情
報
を
排
除

し
よ
う
と
い
う
意
図
に
よ
る
処
置
と
指
摘
で
き
よ
う
。

　

自
ら
の
作
品
に
一
度
は
「
常
盤
嶋
」
を
描
き
加
え
た
先
の
森
幸
安
も
、
宝
暦
二
年
の
段
階
で
は
こ
れ
を
「
世
諺
之
処
区
」（『
日
本
志
地
図
附
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外
国
蝦
夷
州
地
図
』注
記
）と
認
識
し
採
用
し
な
く
な
る（

（3
（

。宝
暦
年
間
に
は
か
か
る
合
理
精
神
が
生
ま
れ
て
い
た
の
で
あ
り
、こ
こ
に
元
禄
期
の『
玉

鉾
』
と
の
地
理
認
識
の
明
確
な
相
違
が
見
ら
れ
る
。

五　
『
東
国
名
勝
志
』
と
そ
の
時
代

　

さ
て
、
こ
こ
ま
で
『
東
国
名
勝
志
』
の
成
立
に
、『
一
目
玉
鉾
』
や
『
東
海
道
分
間
絵
図
』
な
ど
の
元
禄
時
代
の
地
誌
類
が
深
く
関
わ
っ
て

い
た
こ
と
を
、
図
様
の
相
似
や
文
章
表
現
の
部
分
的
な
一
致
を
根
拠
と
し
て
述
べ
て
き
た
。

　

こ
こ
で
は
、
そ
れ
を
補
強
す
べ
く
、
編
者
・
刊
行
者
た
る
吉
文
字
屋
市
兵
衛
（
定
栄
堂
）
の
活
動
に
着
目
し
て
、
こ
の
よ
う
な
作
品
が
宝
暦

期
に
編
纂
さ
れ
た
背
景
を
探
り
た
い
。

　

ま
ず
指
摘
す
べ
き
は
、
定
栄
堂
が
『
玉
鉾
』
の
板
木
を
購
入
し
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
既
に
『
定
本
西
鶴
全
集
』
第
九
巻
（
潁
原
退
蔵
ほ

か
編
、
中
央
公
論
社
、
一
九
五
一
年
十
一
月
）
解
題
・『
西
鶴
』（
天
理
図
書
館
編
・
発
行
、
一
九
六
五
年
四
月
）
を
は
じ
め
、
諸
書
、
奥
付
に
明
記
の

あ
る
吉
文
字
屋
市
兵
衛
後
印
本
の
存
在
を
指
摘
す
る（

（3
（

ほ
か
、
時
代
は
下
る
が
、
同
書
肆
の
寛
政
期
の
蔵
板
目
録
に
登
載
さ
れ
て
お
り（

（4
（

、
吉
文

字
屋
市
兵
衛
が
『
玉
鉾
』
の
板
木
を
所
有
し
て
い
た
こ
と
は
確
実
で
、
入
手
時
期
こ
そ
判
然
と
し
な
い
け
れ
ど
も
、
享
保
三
年
の
年
記
を
有

す
る
三
都
版
よ
り
は
後
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
目
的
の
一
つ
は
『
東
国
名
勝
志
』
の
如
き
、
同
書
を
利
用
し
た
編
著
の
類
板
訴
訟

を
回
避
す
る
た
め
で
あ
っ
た
か
と
推
測
さ
れ
る
。
事
実
、
単
純
な
後
刷
り
の
み
な
ら
ず
、
東
海
道
の
部
分
だ
け
を
抜
刷
り
に
し
た
改
題
本
『
東

海
道
名
所
図
会
』（
大
本
一
巻
一
冊
、
鳥
飼
少
人
序
、
無
刊
記
）
の
存
在
も
よ
く
知
ら
れ
る（

（4
（

と
こ
ろ
で
、
そ
の
板
木
所
有
者
と
し
て
の
権
限
を
大
い

に
利
用
し
て
い
る
様
子
が
見
て
と
れ
る
。

　

か
か
る
商
法
は
、
当
時
の
上
方
文
壇
の
状
況
を
反
映
し
て
い
よ
う
。
宝
暦
期
の
小
説
界
は
、
浮
世
草
子
の
最
末
期
に
当
た
り
、
人
間
の
性

質
を
つ
ぶ
さ
に
見
つ
め
て
そ
の
類
型
を
写
実
的
に
描
写
し
た
気
質
物
も
、
題
材
を
広
げ
よ
う
と
す
る
あ
ま
り
に
、
現
実
感
を
伴
わ
な
い
人
物
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ば
か
り
を
登
場
さ
せ
る
悪
循
環
に
陥
る
な
ど
、
停
滞
期
を
迎
え
て
い
た
。
そ
し
て
、
そ
の
打
破
を
求
め
て
、
西
鶴
と
い
う
、
人
間
社
会
の
克

明
な
描
写
に
優
れ
た
先
達
を
「
発
見
」
し
た
の
で
あ
っ
た（

（4
（

。
そ
の
気
運
を
受
け
て
吉
文
字
屋
市
兵
衛
な
ど
の
有
力
書
肆
が
と
っ
た
行
動
に
つ

い
て
、
中
村
幸
彦
氏
は
、

そ
の
定
栄
堂
蔵
版
目
録
に
「
男
色
大
鑑
西部

八
冊

鶴
作
全

武
士
形
気
武咄

し
絵
入
五
冊

道
の
義
ふ
か
き

」
と
あ
る
。『
武
士
形
気
』
は
滝
田
貞
治
氏
が
『
西
鶴
襍
俎
』
で

紹
介
さ
れ
た
『
古
今
武
士
形
気
』。『
男
色
大
鑑
』
の
改
題
で
あ
る
。
改
題
本
出
版
の
多
い
当
時
で
も
、
特
に
多
く
を
出
し
た
商
売
上
手

の
定
栄
堂
が
、西
鶴
の
作
を
、も
と
の
ま
ま
と
改
題
本
と
を
出
し
た
所
、そ
の
計
画
の
奈
辺
を
狙
っ
て
か
は
自
ら
明
か
で
あ
ろ
う
。（
中
略
）

な
お
坊
間
、間
々
、『
日
本
永
代
蔵
』『
一
目
玉
鉾
』『
西
鶴
織
留
』『
諸
艶
大
鑑
』
等
の
随
分
と
新
し
い
刷
り
を
見
る
。
こ
れ
等
の
後
刷
や
、

滝
田
氏
始
め
諸
氏
の
紹
介
さ
れ
た
、
西
鶴
の
改
題
本
改
装
本
に
も
宝
暦
に
入
っ
て
か
ら
の
が
多
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

と
指
摘
す
る
。
特
に
『
男
色
大
鑑
』
の
扱
い
方
は
『
一
目
玉
鉾
』
の
そ
れ
と
全
く
同
様
で
興
味
深
い
。
つ
ま
り
『
名
勝
志
』
は
、
こ
の
よ
う

な
西
鶴
本
の
再
刊
・
改
題
本
盛
行
の
中
で
生
み
出
さ
れ
た
変
種
の
一
つ
と
見
な
し
う
る
の
で
あ
る（

（4
（

。

　

そ
し
て
ま
た
、
吉
文
字
屋
が
折
本
の
道
中
案
内
も
多
く
手
が
け
、
そ
こ
に
『
玉
鉾
』
を
利
用
し
た
蝦
夷
絵
図
を
し
の
ば
せ
て
い
た
こ
と
は
、

既
に
触
れ
た
通
り
で
、『
名
勝
志
』
を
そ
の
派
生
と
見
な
す
こ
と
も
で
き
る
だ
ろ
う
。
絵
師
と
の
提
携
も
含
め
、
吉
文
字
屋
の
多
分
野
に
渉
る

積
極
的
な
活
動
が
、
成
立
の
背
後
に
見
え
る
わ
け
で
あ
る
。

　
『
東
海
道
分
間
絵
図
』
の
利
用
も
お
お
よ
そ
同
様
の
経
緯
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
。『
東
海
道
名
所
記
／
東
海
道
分
間
絵
図
』〈
叢
書
江
戸
文
庫

50
〉
解
題
の
諸
本
調
査
（
佐
伯
孝
弘
氏
執
筆
）
を
参
照
し
て
ま
と
め
る
な
ら
ば
、
刊
本
は
初
板
本
の
ほ
か
、
板
木
を
同
じ
く
す
る
元
禄
三
年
改

修
本
（
書
肆
変
わ
ら
ず
）・
同
十
六
（
一
七
〇
三
）
年
求
板
本
（
万
屋
清
兵
衛
）・
正
徳
元
（
一
七
一
一
）
年
改
修
本

（
（4
（

が
あ
る
。
こ
こ
で
注
目
し
た
い

の
は
、
板
木
を
異
に
す
る
宝
暦
二
年
刊
の
桑
楊
編
『
東
海
道
分
間
絵
図
』（
万
屋
清
兵
衛
板
）
で
あ
る
。
桑
楊
と
書
肆
は
同
一
人
物
で
、
初
板

本
の
絵
図
を
全
て
描
き
改
め
、
懐
中
携
行
が
可
能
な
よ
う
に
小
型
の
折
本
に
仕
立
て
た
も
の
（
同
書
凡
例
）。
お
そ
ら
く
元
禄
十
六
年
以
降
板

木
を
確
保
し
て
い
た
こ
と
に
よ
る
造
本
で
、
本
書
に
江
戸
吉
文
字
屋
次
郎
兵
衛
（
同
市
兵
衛
の
江
戸
出
店
）
単
独
後
印
本
、
さ
ら
に
吉
文
字
屋

（ 　 ）21

名所絵本『東国名勝志』と元禄地誌234

a1_真島_16号.indd   21 2019/03/25   18:08



市
兵
衛
を
加
え
た
明
和
九
（
一
七
七
二
）
年
後
印
を
確
認
で
き
る（

（4
（

。

　

明
証
を
得
る
こ
と
は
で
き
て
い
な
い
け
れ
ど
も
、
万
屋
清
兵
衛
か
ら
吉
文
字
屋
次
郎
兵
衛
に
板
木
が
移
る
際
、
初
板
本
の
板
木
も
購
入
し

た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
吉
文
字
屋
次
郎
兵
衛
所
有
と
な
れ
ば
、
市
兵
衛
が
そ
れ
を
自
作
に
利
用
す
る
こ
と
は
容
易
と
な
ろ
う（

（4
（

。
以
上
を

要
す
る
に
、
書
肆
の
動
き
を
追
う
こ
と
で
も
、『
名
勝
志
』
に
よ
る
元
禄
期
の
地
誌
類
利
用
の
、
高
い
蓋
然
性
が
示
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る（

（4
（

。

六　

そ
の
影
響

　

最
後
に
『
東
国
名
勝
志
』
の
、
影
響
と
史
的
位
置
付
け
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い（

（4
（

。
矢
守
一
彦
氏
の
、

携
帯
用
サ
イ
ズ
で
は
な
く
、
実
用
を
兼
ね
な
が
ら
、
お
も
に
観
賞
用
を
ね
ら
っ
た
と
い
う
点
に
お
い
て
も
、「
一
目
玉
鉾
」
は
「
東
海
道

分
間
絵
図
」
に
相
通
ず
る
も
の
が
あ
っ
た
し
、
さ
ら
に
名
所
図
会
の
先
蹤
と
し
て
の
意
義
は
極
め
て
大
き
い
と
思
わ
れ
る（

（4
（

。

と
の
言
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、『
都
名
所
図
会
』（
秋
里
籬
島
著
・
竹
原
春
朝
斎
画
、
安
永
九
〈
一
七
八
〇
〉
年
京
都
吉
野
屋
為
八
板
）
に
端
を
発
す
る

一
連
の
シ
リ
ー
ズ
の
生
命
線
と
も
言
う
べ
き
、
写
実
性
の
高
い
連
続
俯
瞰
図
や
鳥
瞰
図
的
図
様
の
遠
い
淵
源
を
、
元
禄
期
の
『
玉
鉾
』・『
分

間
絵
図
』
に
求
め
る
説
が
あ
り
、
さ
ら
に
直
接
的
に
は
、
正
徳
～
享
保
に
か
け
て
続
刊
さ
れ
た
折
本
の
名
所
絵
、『
扶
桑
名
勝
図
』
シ
リ
ー
ズ

と
そ
の
追
随
作

（
（5
（

（
橘
守
国
画
）
に
見
え
る
同
様
の
絵
画
表
現
が
、
名
所
図
会
シ
リ
ー
ズ
続
刊
の
「
先
ぶ
れ
を
創
っ
た
の
は
た
し
か
で
あ
る
」
と

の
見
方
が
、
小
野
忠
重
氏
に
よ
っ
て
示
さ
れ
て
い
る（

（5
（

。

　

ま
た
、
夙
に
仲
田
勝
之
助
氏
も
、
や
は
り
橘
守
国
（
十
八
世
紀
前
半
、
大
坂
で
活
躍
）
が
手
が
け
る
、『
扶
桑
名
勝
図
』
シ
リ
ー
ズ
と
同
時
期

に
続
刊
さ
れ
た
一
連
の
絵
本
類
に
見
ら
れ
る
名
所
絵
を
、

初
め
の
方
は
一
頁
一
圖
で
な
く
、
つ
ゞ
き
繪
で
二
三
頁
連
續
し
、
師
宣
の
東
海
道
分
間
絵
圖
を
思
は
せ
、
後
の
『
名
所
圖
會
』
の
先
を

な
せ
る
も
の
と
し
て
珍
重
せ
ら
る
べ
き
か
と
思
は
れ
る（

（5
（

。
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と
評
す
る
の
で
あ
る
（
図
７
・
８
参
照
）。

　

こ
れ
ら
を
勘
案
す
る
に
、
宝
暦
刊
行
の
『
名
勝
志
』
は
、
ま
さ
に
、
絵
本
と
地
誌
の
融
合
た
る
名
所
図
会
へ
と
連
な
る
、
地
誌
の
階
梯
を

（
内
閣
文
庫
蔵
本
）

（
架
蔵
本
に
よ
る
）

図 7: 貝原益軒原画『和州芳野山勝景図』（正徳 3〈1713〉刊）

（内閣文庫蔵本）

図 8: 橘守国画『絵本直指宝』（延享 2〈1745〉刊）巻二

（架蔵本による）

そ
し
て
、
附
言
す
る
な
ら
ば
、『
名
勝
志
』
の
北
方
図
の
形
状
は
、
近
世
の
鳥
瞰
図
作
品
を
代
表
す
る
作

者
、
鍬
形
蕙
斎
の
「
日
本
名
所
の
絵
」（
木
版
多
色
刷
、
近
世
後
期
刊（

55
）、

図
10
）中
に
も
見
出
す
こ
と
が
可
能

で
あ
る
。

既
述
の
よ
う
に
、
こ
の
図
様
は
先
行
す
る
道
中
記
付
載
の
も
の
と
同
じ
で
あ
り
、
さ
ら
に
『
名
勝
志
』
の

図
様
を
摘
出
し
て
使
用
し
た
『
大
日
本
道
中
行
程
細
見
記
大
全（

56
）』（

図
9
）の
ご
と
き
資
料
も
確
認
で
き
、
直

ち
に
、
蕙
斎
が
『
名
勝
志
』
を
利
用
し
た
と
言
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
た
だ
、
吉
文
字
屋
市
兵
衛
周
辺
で

創
出
さ
れ
た
、『
名
勝
志
』
に
描
か
れ
た
の
と
同
様
の
鳥
瞰
図
的
図
様
が
、
当
代
の
第
一
人
者
の
、
そ
れ
も

「
日
本
」
を
一
望
の
も
と
に
捉
え
た
作
品
に
見
ら
れ
る
の
は
、
そ
れ
に
類
似
す
る
発
想
に
よ
る
地
誌
『
、

　
一
、

　
目

玉
鉾
』
を
背
景
に
も
つ
『
名
勝
志
』
の
描
写
の
、
鳥
瞰
図
史
上
の
位
置
を
考
え
る
上
で
も
、
極
め
て
興
味

深
い（

57
）。

七

結
語

以
上
、
名
所
絵
本
・
地
誌
『
東
国
名
勝
志
』
は
、
そ
の
多
く
を
元
禄
期
の
地
誌
・
絵
図
・
紀
行
に
負
っ
て

い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
と
り
わ
け
『
一
目
玉
鉾
』
と
の
関
係
は
重
要
で
あ
ろ
う
。
八
木
敬
一
氏

の
指
摘（『
膝
栗
毛
』
へ
の
影
響
）を
考
慮
す
れ
ば
、
井
原
西
鶴
が
か
つ
て
抱
い
た
視
覚
的
・
地
理
的
な
イ
メ
ー

ジ
が
、
長
き
に
わ
た
っ
て
伝
播
・
流
布
す
る
一
助
と
な
っ
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か

し
、
詳
細
に
比
較
す
れ
ば
、『
玉
鉾
』
の
画
中
に
見
ら
れ
た
説
話
的
記
号
は
削
除
さ
れ
、
非
合
理
な
側
面
は

巧
み
に
朧
化
さ
れ
て
お
り
、
享
保
以
後
の
学
問
姿
勢
、
す
な
わ
ち
客
観
的
事
実
を
重
ん
じ
る
考
証
的
な
態

17

図
７	

貝
原
益
軒
原
画
『
和
州
芳
野
山
勝
景
図
』 	

	

（
正
徳 

三 〈 
一
七
一
三 

〉
刊
）

図 7: 貝原益軒原画『和州芳野山勝景図』（正徳 3〈1713〉刊）

（内閣文庫蔵本）

図 8: 橘守国画『絵本直指宝』（延享 2〈1745〉刊）巻二

（架蔵本による）

そ
し
て
、
附
言
す
る
な
ら
ば
、『
名
勝
志
』
の
北
方
図
の
形
状
は
、
近
世
の
鳥
瞰
図
作
品
を
代
表
す
る
作

者
、
鍬
形
蕙
斎
の
「
日
本
名
所
の
絵
」（
木
版
多
色
刷
、
近
世
後
期
刊（

55
）、

図
10
）中
に
も
見
出
す
こ
と
が
可
能

で
あ
る
。

既
述
の
よ
う
に
、
こ
の
図
様
は
先
行
す
る
道
中
記
付
載
の
も
の
と
同
じ
で
あ
り
、
さ
ら
に
『
名
勝
志
』
の

図
様
を
摘
出
し
て
使
用
し
た
『
大
日
本
道
中
行
程
細
見
記
大
全（

56
）』（

図
9
）の
ご
と
き
資
料
も
確
認
で
き
、
直

ち
に
、
蕙
斎
が
『
名
勝
志
』
を
利
用
し
た
と
言
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
た
だ
、
吉
文
字
屋
市
兵
衛
周
辺
で

創
出
さ
れ
た
、『
名
勝
志
』
に
描
か
れ
た
の
と
同
様
の
鳥
瞰
図
的
図
様
が
、
当
代
の
第
一
人
者
の
、
そ
れ
も

「
日
本
」
を
一
望
の
も
と
に
捉
え
た
作
品
に
見
ら
れ
る
の
は
、
そ
れ
に
類
似
す
る
発
想
に
よ
る
地
誌
『
、

　
一
、

　
目

玉
鉾
』
を
背
景
に
も
つ
『
名
勝
志
』
の
描
写
の
、
鳥
瞰
図
史
上
の
位
置
を
考
え
る
上
で
も
、
極
め
て
興
味

深
い（

57
）。

七

結
語

以
上
、
名
所
絵
本
・
地
誌
『
東
国
名
勝
志
』
は
、
そ
の
多
く
を
元
禄
期
の
地
誌
・
絵
図
・
紀
行
に
負
っ
て

い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
と
り
わ
け
『
一
目
玉
鉾
』
と
の
関
係
は
重
要
で
あ
ろ
う
。
八
木
敬
一
氏

の
指
摘（『
膝
栗
毛
』
へ
の
影
響
）を
考
慮
す
れ
ば
、
井
原
西
鶴
が
か
つ
て
抱
い
た
視
覚
的
・
地
理
的
な
イ
メ
ー

ジ
が
、
長
き
に
わ
た
っ
て
伝
播
・
流
布
す
る
一
助
と
な
っ
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か

し
、
詳
細
に
比
較
す
れ
ば
、『
玉
鉾
』
の
画
中
に
見
ら
れ
た
説
話
的
記
号
は
削
除
さ
れ
、
非
合
理
な
側
面
は

巧
み
に
朧
化
さ
れ
て
お
り
、
享
保
以
後
の
学
問
姿
勢
、
す
な
わ
ち
客
観
的
事
実
を
重
ん
じ
る
考
証
的
な
態

17
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の
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が
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そ
し
て
視
点
を
転
ず
る
な
ら
ば
、
西
鶴
本
の
文
学
史
に
お
け
る
命
脈
を
考
え
る
上
で
も
極
め
て
貴
重
な
資
料
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。『
玉

鉾
』
は
宝
暦
期
に
至
っ
て
も
後
印
本
が
商
品
価
値
を
保
ち
、『
名
勝
志
』
の
よ
う
に
他
書
の
血
肉
と
な
っ
て
、
新
た
な
姿
を
得
る
こ
と
で
生
き
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図 9: 鳥飼酔雅著『大日本道中行程細見記大全』（多色刷折本一帖、寛政 7〈1795〉刊）

（内閣文庫蔵本）
図 10: 鍬形蕙斎画「日本名所の絵」（木版多色刷、近世後期刊、三井文庫蔵）、右は一部拡大

（『特別展 地図と風景 ―絵のような地図、地図のような絵―』〔神戸市立博物館、2000 年 3 月〕より転載）
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、
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で
生
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続
け
た
だ
け
で
な
く
、『
東
海
道
名
所

図
会
』（
寛
政
七
刊
）な
ど
と
い
う
、
明
ら
か
に
名
所
図
会
シ
リ
ー
ズ
の
好
評
に
便
乗
す
る
書
名
を
与
え
ら
れ

て
命
を
保
っ
て
い
た
。

ま
た
、
さ
ら
に
附
言
す
る
な
ら
ば
、
天
保
年
間
、
十
九
世
紀
に
至
っ
て
も
、『
日
本
海
陸
道
中
図
会
』（
大

本
四
巻
四
冊
、
新
た
な
序
跋
な
ど
は
加
え
ら
れ
な
い
）と
い
う
名
で
な
お
流
布
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
既
に
『
加

州
大
学
バ
ー
ク
レ
ー
校
所
蔵

　江
戸
版
本
書
目
』〈
書
誌
書
目
シ
リ
ー
ズ
29
〉（
岡
雅
彦
ほ
か
編
、
ゆ
ま
に
書
房
、

一
九
九
〇
年
三
月
）に
登
載
さ
れ
、
周
知
の
こ
と
に
属
し
よ
う
が
、
念
の
た
め
特
記
す
る
。
同
目
録
に
見
え

る
の
も
、
論
者
が
寓
目
し
た
の
も
、
と
も
に
秋
田
屋
良
介
ほ
か
の
刊
記（
天
保
三〈
一
八
三
二
〉年
）を
有
す
る
。

実
見
し
た
の
は
岡
山
大
学
附
属
中
央
図
書
館
池
田
家
文
庫
蔵
本
で
、「
潜
龍
渓
精
造
」
と
記
さ
れ
る
見
返
し
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』〈
書
誌
書
目
シ
リ
ー
ズ
29
〉（
岡
雅
彦
ほ
か
編
、
ゆ
ま
に
書
房
、

一
九
九
〇
年
三
月
）に
登
載
さ
れ
、
周
知
の
こ
と
に
属
し
よ
う
が
、
念
の
た
め
特
記
す
る
。
同
目
録
に
見
え

る
の
も
、
論
者
が
寓
目
し
た
の
も
、
と
も
に
秋
田
屋
良
介
ほ
か
の
刊
記（
天
保
三〈
一
八
三
二
〉年
）を
有
す
る
。

実
見
し
た
の
は
岡
山
大
学
附
属
中
央
図
書
館
池
田
家
文
庫
蔵
本
で
、「
潜
龍
渓
精
造
」
と
記
さ
れ
る
見
返
し

18

図
10	

鍬
形
蕙
斎
画
「
日
本
名
所
の
絵
」

　
　
　
（
木
版
多
色
刷
、
近
世
後
期
刊
、
三
井
文
庫
蔵
） 　

下
は
一
部
拡
大

『
名
勝
志
』
巻
一
、
冒
頭
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続
け
た
だ
け
で
な
く
、『
東
海
道
名
所
図
会
』（
寛
政
七
刊
）
な
ど
と
い
う
、
明
ら
か
に
名
所
図
会
シ
リ
ー
ズ
の
好
評
に
便
乗
す
る
書
名
を
与
え

ら
れ
て
命
を
保
っ
て
い
た
。

　

ま
た
、
さ
ら
に
一
言
す
れ
ば
、
天
保
年
間
、
十
九
世
紀
に
至
っ
て
も
、『
日
本
海
陸
道
中
図
会
』（
大
本
四
巻
四
冊
、
新
た
な
序
跋
な
ど
は
加
え

ら
れ
な
い
）
と
い
う
名
で
な
お
流
布
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
既
に
『
加
州
大
学
バ
ー
ク
レ
ー
校
所
蔵　

江
戸
版
本
書
目
』〈
書
誌
書
目
シ
リ
ー

ズ
29
〉（
岡
雅
彦
ほ
か
編
、
ゆ
ま
に
書
房
、
一
九
九
〇
年
三
月
）
に
登
載
さ
れ
、
周
知
の
こ
と
に
属
し
よ
う
が
、
念
の
た
め
特
記
す
る
。
同
目
録
に

見
え
る
の
も
、
論
者
が
寓
目
し
た
の
も
、
と
も
に
秋
田
屋
良
介
ほ
か
の
刊
記
（
天
保
三
〈
一
八
三
二
〉
年
）
を
有
す
る
。
実
見
し
た
の
は
岡
山

大
学
附
属
中
央
図
書
館
池
田
家
文
庫
蔵
本
で
、「
潜
龍
渓
精
造
」
と
記
さ
れ
る
見
返
し
が
加
え
ら
れ
る（

（5
（

ほ
か
、
そ
の
表
紙
・
題
簽
の
意
匠
（
湊

鼠
色
表
紙
＋
浅
黄
色
題
簽
）
は
、露
骨
な
ま
で
に
名
所
図
会
を
模
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
（
図
11
）。「
板
木
総
目
録
株
帳
」（
文
化
九
〈
一
八
一
二
〉

改
正
）
に
は
蔵
板
者
と
し
て
「
吉
市
」
の
名
が
登
録
さ
れ
る
か
ら
、
当
初
こ
の
改
題
本
を
企
て
た
の
も
ま
た
、
吉
文
字
屋
市
兵
衛
で
あ
っ
た

可
能
性
が
高
い
。

　

地
誌
と
し
て
の
正
確
性
へ
の
疑
問
か
ら
、
と
か
く
評
価
の
低
い
『
玉
鉾
』
だ
け
れ
ど
も
、
吉
文
字
屋
に
よ
る
元
禄
地
誌
を
め
ぐ
る
改
題
と

再
構
成
の
様
相
は
、
西
鶴
の
編
纂
し
た
地
誌
の
、
日
本
全
国
を
「
一
目
」
で
俯
瞰
的
に
把
握
し
よ
う
と
い
う
姿
勢
が
、
い
か
に
斬
新
で
魅
力

的
な
も
の
で
あ
っ
た
か
を
示
し
て
い
る
。
改
題
本
の
名
称
が
図
ら
ず
も
示
唆
す
る
よ
う
に
、
そ
の
発
想
は
後
年
の
名
所
図
会
へ
と
展
開
し
て

ゆ
く
の
で
あ
り
、
言
わ
ば
そ
の
過
渡
期
の
姿
を
示
す
『
名
勝
志
』
は
、
そ
の
水
脈
を
明
確
に
証
す
る
存
在
と
位
置
付
け
ら
れ
よ
う（

（5
（

。

　

た
だ
し
、
細
密
な
挿
絵
を
用
い
た
も
の
の
、
元
禄
期
の
編
纂
物
に
依
拠
し
た
た
め
に
、『
名
勝
志
』
も
ま
た
正
確
な
描
写
を
徹
底
し
た
こ
と

に
は
な
ら
な
か
っ
た（

（6
（

。
そ
れ
は
後
代
の
名
所
図
会
シ
リ
ー
ズ
に
及
ば
な
い
点
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
な
お
本
書
が
一
定
の
存
在
感
を
示
し
得
た

の
は
、『
玉
鉾
』
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
日
本
の
北
辺
か
ら
東
国
に
か
け
て
の
地
域
の
絵
図
を
有
す
る
か
ら
だ
ろ
う
。
地
誌
・
道
中
記
と
も

に
同
地
域
を
対
象
と
し
た
も
の
は
少
な
く
、
ま
し
て
俯
瞰
図
・
鳥
瞰
図
の
ご
と
き
は
、
松
島
・
出
羽
三
山
を
除
い
て
は
皆
無
に
等
し
い
（
東

北
地
方
を
対
象
と
し
た
刊
行
名
所
図
会
は
な
い
）。
特
に
蝦
夷
地
・
松
前
に
つ
い
て
は
、
松
前
藩
の
隠
蔽
体
質
も
あ
っ
て
、
十
八
世
紀
末
に
至
る

（ 　 ）26

名所絵本『東国名勝志』と元禄地誌 229

a1_真島_16号.indd   26 2019/03/25   18:08



ま
で
情
報
が
限
定
的
で
あ
っ
た
。『
名
勝
志
』
は
、
い

く
ら
か
で
も
そ
の
渇
を
癒
す
も
の
で
、
明
和
・
安
永

頃
か
ら
に
わ
か
に
活
発
と
な
る
、
ロ
シ
ア
に
対
す
る

危
機
意
識
と
そ
れ
に
伴
う
北
辺
へ
の
地
理
的
興
味
に

よ
っ
て
も
、
そ
の
人
気
が
支
え
ら
れ
た
も
の
と
想
像

さ
れ
る
。

　

機
を
見
る
に
敏
な
吉
文
字
屋
市
兵
衛
は
、
自
身
の

有
す
る
、あ
る
い
は
影
響
下
に
あ
る
板
木
（『
玉
鉾
』・『
分

間
絵
図
』・『
吾
妻
紀
行
』）
を
大
い
に
利
用
し
て
、巧
み
に
、

か
か
る
文
学
史
上
重
要
な
一
書
を
成
し
た
の
で
あ
っ

た
。
今
後
は
、
近
世
地
誌
編
纂
史
に
お
け
る
同
書
肆

の
果
た
し
た
役
割
に
つ
い
て
も
検
討
を
加
え
た
い（

（6
（

。

注（
１
）	

朝
倉
治
彦
監
修
、角
川
書
店
、一
九
八
七
年
七
月
。

（
２
）	

新
典
社
叢
書
14
、
佐
佐
木
忠
慧
編
、
新
典
社
、

一
九
八
七
年
五
月
。

（
３
）	「
鳥
飼
」
は
吉
文
字
屋
市
兵
衛
の
姓
。「
開
板
御

願
書
扣
」
第
十
三
冊
に
、
刊
行
の
前
年
「
宝
暦

（
い
ず
れ
も
岡
山
大
学
附
属
図
書
館
池
田

家
文
庫
蔵
本
）

が
加
え
ら
れ
る（

58
）ほ

か
、
そ
の
表
紙
・
題
簽
の
意
匠（
湊
鼠
色
表
紙
＋
浅
黄
色
題
簽
）は
、
露
骨
な
ま
で
に
名
所

図
会
を
模
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る（
図
11
）。「
板
木
総
目
録
株
帳
」（
文
化
九〈
一
八
一
二
〉改
正
）に
は
蔵
板

者
と
し
て
「
吉
市
」
の
名
が
登
録
さ
れ
る
か
ら
、
当
初
こ
の
改
題
本
を
企
て
た
の
も
ま
た
、
吉
文
字
屋
市

兵
衛
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。

図
11

『
日
本
海
陸
道
中
図
会
』（
大
本
四
冊
、
天
保
三〈
一
八
三
二
〉刊
）

表
紙

見
返
し
・
奥
付

（
い
ず
れ
も
岡
山
大
学
附
属
図
書
館
池
田
家
文
庫
蔵
本
）

地
誌
と
し
て
の
正
確
性
へ
の
疑
問
か
ら
、
と
か
く
評
価
の
低
い
『
玉
鉾
』
だ
け
れ
ど
も
、
吉
文
字
屋
に

よ
る
元
禄
地
誌
を
め
ぐ
る
改
題
と
再
構
成
の
様
相
は
、
西
鶴
の
編
纂
し
た
地
誌
の
、
日
本
全
国
を
「
一
目
」

で
俯
瞰
的
に
把
握
し
よ
う
と
い
う
姿
勢
が
、
い
か
に
斬
新
で
魅
力
的
な
も
の
で
あ
っ
た
か
を
示
し
て
い
る
。

改
題
本
の
名
称
が
図
ら
ず
も
示
唆
す
る
よ
う
に
、
そ
の
発
想
は
後
年
の
名
所
図
会
へ
と
展
開
し
て
ゆ
く
の

で
あ
り
、
言
わ
ば
そ
の
過
渡
期
の
姿
を
示
す
『
名
勝
志
』
は
、
そ
の
水
脈
を
明
確
に
証
す
る
存
在
と
位
置

付
け
ら
れ
よ
う（

59
）。

た
だ
し
、
細
密
な
挿
絵
を
用
い
た
も
の
の
、
元
禄
期
の
編
纂
物
に
依
拠
し
た
た
め
に
、『
名
勝
志
』
も
ま

19

表
紙

が
加
え
ら
れ
る（

58
）ほ

か
、
そ
の
表
紙
・
題
簽
の
意
匠（
湊
鼠
色
表
紙
＋
浅
黄
色
題
簽
）は
、
露
骨
な
ま
で
に
名
所

図
会
を
模
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る（
図
11
）。「
板
木
総
目
録
株
帳
」（
文
化
九〈
一
八
一
二
〉改
正
）に
は
蔵
板

者
と
し
て
「
吉
市
」
の
名
が
登
録
さ
れ
る
か
ら
、
当
初
こ
の
改
題
本
を
企
て
た
の
も
ま
た
、
吉
文
字
屋
市

兵
衛
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。

図
11

『
日
本
海
陸
道
中
図
会
』（
大
本
四
冊
、
天
保
三〈
一
八
三
二
〉刊
）

表
紙

見
返
し
・
奥
付

（
い
ず
れ
も
岡
山
大
学
附
属
図
書
館
池
田
家
文
庫
蔵
本
）

地
誌
と
し
て
の
正
確
性
へ
の
疑
問
か
ら
、
と
か
く
評
価
の
低
い
『
玉
鉾
』
だ
け
れ
ど
も
、
吉
文
字
屋
に

よ
る
元
禄
地
誌
を
め
ぐ
る
改
題
と
再
構
成
の
様
相
は
、
西
鶴
の
編
纂
し
た
地
誌
の
、
日
本
全
国
を
「
一
目
」

で
俯
瞰
的
に
把
握
し
よ
う
と
い
う
姿
勢
が
、
い
か
に
斬
新
で
魅
力
的
な
も
の
で
あ
っ
た
か
を
示
し
て
い
る
。

改
題
本
の
名
称
が
図
ら
ず
も
示
唆
す
る
よ
う
に
、
そ
の
発
想
は
後
年
の
名
所
図
会
へ
と
展
開
し
て
ゆ
く
の

で
あ
り
、
言
わ
ば
そ
の
過
渡
期
の
姿
を
示
す
『
名
勝
志
』
は
、
そ
の
水
脈
を
明
確
に
証
す
る
存
在
と
位
置

付
け
ら
れ
よ
う（

59
）。

た
だ
し
、
細
密
な
挿
絵
を
用
い
た
も
の
の
、
元
禄
期
の
編
纂
物
に
依
拠
し
た
た
め
に
、『
名
勝
志
』
も
ま

19

が
加
え
ら
れ
る（

58
）ほ

か
、
そ
の
表
紙
・
題
簽
の
意
匠（
湊
鼠
色
表
紙
＋
浅
黄
色
題
簽
）は
、
露
骨
な
ま
で
に
名
所

図
会
を
模
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る（
図
11
）。「
板
木
総
目
録
株
帳
」（
文
化
九〈
一
八
一
二
〉改
正
）に
は
蔵
板

者
と
し
て
「
吉
市
」
の
名
が
登
録
さ
れ
る
か
ら
、
当
初
こ
の
改
題
本
を
企
て
た
の
も
ま
た
、
吉
文
字
屋
市

兵
衛
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。

図
11

『
日
本
海
陸
道
中
図
会
』（
大
本
四
冊
、
天
保
三〈
一
八
三
二
〉刊
）

表
紙

見
返
し
・
奥
付

（
い
ず
れ
も
岡
山
大
学
附
属
図
書
館
池
田
家
文
庫
蔵
本
）

地
誌
と
し
て
の
正
確
性
へ
の
疑
問
か
ら
、
と
か
く
評
価
の
低
い
『
玉
鉾
』
だ
け
れ
ど
も
、
吉
文
字
屋
に

よ
る
元
禄
地
誌
を
め
ぐ
る
改
題
と
再
構
成
の
様
相
は
、
西
鶴
の
編
纂
し
た
地
誌
の
、
日
本
全
国
を
「
一
目
」

で
俯
瞰
的
に
把
握
し
よ
う
と
い
う
姿
勢
が
、
い
か
に
斬
新
で
魅
力
的
な
も
の
で
あ
っ
た
か
を
示
し
て
い
る
。

改
題
本
の
名
称
が
図
ら
ず
も
示
唆
す
る
よ
う
に
、
そ
の
発
想
は
後
年
の
名
所
図
会
へ
と
展
開
し
て
ゆ
く
の

で
あ
り
、
言
わ
ば
そ
の
過
渡
期
の
姿
を
示
す
『
名
勝
志
』
は
、
そ
の
水
脈
を
明
確
に
証
す
る
存
在
と
位
置

付
け
ら
れ
よ
う（

59
）。

た
だ
し
、
細
密
な
挿
絵
を
用
い
た
も
の
の
、
元
禄
期
の
編
纂
物
に
依
拠
し
た
た
め
に
、『
名
勝
志
』
も
ま

19

見
返
し
・
奥
付

図
11　
『
日
本
海
陸
道
中
図
会
』（
大
本
四
冊
、
天
保
三
〈
一
八
三
二
〉
刊
）
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十
一
巳
年
三
月
」
に
「
開
板
人
」
の
「
吉
文
字
屋
市
兵
衛
」
に
よ
っ
て
届
が
出
さ
れ
て
い
る
の
が
確
認
で
き
る
（
大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
編
『
大

坂
本
屋
仲
間
記
録
』
第
十
六
巻
〔
清
文
堂
出
版
、
一
九
九
一
年
三
月
〕）。『
増改

訂補
近
世
書
林
板
元
総
覧
』〈
日
本
書
誌
学
大
系
76
〉（
井
上
隆
明
著
、
青

裳
堂
書
店
、
一
九
九
八
年
二
月
）
に
よ
る
と
、
高
田
清
兵
衛
は
大
坂
順
慶
町
辻
井
戸
北
の
書
肆
。
渋
川
清
右
衛
門
は
都
賀
庭
鐘
の
主
力
板
元
で
あ
っ

た
柏
原
屋
清
右
衛
門
（
渋
川
氏
）
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

（
４
）	
以
上
は
、
内
閣
文
庫
の
三
本
（
請
求
記
号
一
七
二
―
八
九
・
一
七
二
―
九
〇
・
一
七
二
―
九
一
）・
都
立
中
央
図
書
館
東
京
誌
料
蔵
本
（
請
求
記
号

九
四
〇
五
）
も
同
様
。
三
康
図
書
館
蔵
本
（
請
求
記
号
八
―
一
五
）
は
、
奥
付
の
「
寶
暦
十
二
」
に
入
木
し
て
「
寶
暦
十
三
」
と
し
た
後
印
本
。

（
５
）	『
大
坂
本
屋
仲
間
記
録
』
第
十
二
巻
（
一
九
八
八
年
三
月
）。
同
資
料
に
は
板
株
所
有
者
と
し
て
、吉
文
字
屋
市
兵
衛
・
柏
原
屋
清
右
衛
門
の
ほ
か
「
柏

与
」（
柏
原
屋
与
市
か
同
与
左
衛
門
か
）・「
塩
平
」（
塩
屋
平
助
か
）・「
河
太
」（
河
内
屋
太
助
か
）
の
名
が
見
え
る
。

（
６
）	『
大
坂
本
屋
仲
間
記
録
』
第
十
三
巻
（
一
九
八
七
年
三
月
）。
吉
文
字
屋
の
ほ
か
「
柏
与
」・「
塩
平
」
も
消
え
る
。
後
年
吉
文
字
屋
は
同
書
肆
に
全

て
の
板
木
を
譲
渡
す
る
（
天
保
六
〈
一
八
三
五
〉
年
、「
裁
配
帳
」
四
番
〔『
大
坂
本
屋
仲
間
記
録
』
第
九
巻
、
一
九
八
二
年
三
月
〕
に
よ
る
）
の
で
、

こ
れ
は
そ
の
先
蹤
と
言
え
る
事
態
か
も
し
れ
な
い
。

（
７
）	

内
閣
文
庫
蔵
本
に
よ
る
。
以
下
同
じ
。

（
８
）	『
日
本
古
典
文
学
大
辞
典
』
第
二
巻
（
岩
波
書
店
、
一
九
八
四
年
一
月
）「
吉
文
字
屋
市
兵
衛
」
の
項
（
多
治
比
郁
夫
執
筆
）・
浜
田
啓
介
「
吉
文
字

屋
本
の
作
者
に
関
す
る
研
究
―
―
奥
路
・
其
鳳
同
一
人
の
説
等
―
―
」（
京
都
大
学
国
文
学
会
編
「
国
語
国
文
」
第
三
十
六
巻
第
一
一
号
〔
中
央
図

書
出
版
社
、
一
九
六
七
年
十
一
月
二
十
五
日
〕）・
尾
上
和
也
「
大
坂
書
肆
の
往
来
物
出
版
活
動
―
―
吉
文
字
屋
・
塩
屋
一
族
を
中
心
に
―
―
」（
日

下
幸
男
編
『
文
庫
及
び
書
肆
の
研
究
』、
龍
谷
大
学
文
学
部
日
下
研
究
室
、
二
〇
〇
八
年
三
月
）
な
ど
。

（
９
）	

山
本
ゆ
か
り
「
月
岡
雪
鼎
の
版
本
製
作
」（
初
出
「
月
岡
雪
鼎
と
絵
本
―
―
祐
信
模
倣
か
ら
画
風
の
確
立
ま
で
―
―
」〔『
江
戸
の
絵
本
』、八
木
書
店
、

二
〇
一
〇
年
〕。
そ
の
後
、同
氏
著
『
上
方
風
俗
画
の
研
究
―
―
西
川
祐
信
・
月
岡
雪
鼎
を
中
心
に
―
―
』〔
藝
華
書
院
、二
〇
一
〇
年
四
月
〕
に
所
収
）。

先
の
引
用
も
同
じ
。

（
10
）	「
東
海
道
中
膝
栗
毛
の
挿
絵
資
料
に
つ
い
て
」（「
書
誌
学
月
報
」
第
三
五
号
〔
青
裳
堂
書
店
、
一
九
八
八
年
三
月
〕）。
内
容
に
つ
い
て
は
後
述
。

（
11
）	

北
構
保
男「
宇
木
堂
・
森
幸
安
作『
蝦
夷
之
畧
図
』考
」（
倉
谷
一
男
編「
北
海
道
の
文
化
」第
66
号〔
北
海
道
文
化
財
保
護
協
会
、一
九
九
四
年
二
月
〕）。

（
12
）	『
名
勝
志
』
挿
絵
の
種
別
と
点
数
を
一
覧
に
す
れ
ば
左
記
の
通
り
。
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巻
一

巻
二

巻
三

巻
四

巻
五

総
計

（a）

13

7

8

12

11

51

（b）

2

8

7

7

6

30

計

15

15

15

19

17

81

（
13
）	『
玉
鉾
』
は
、
小
池
章
太
郎
ほ
か
解
説
『
近
世
文
学
資
料
類
従
』
西
鶴
編
22
（
勉
誠
社
、
一
九
七
五
年
五
月
）、『
名
勝
志
』
は
、
国
立
公
文
書
館
内

閣
文
庫
蔵
本
（
一
七
二
―
八
八
）
に
よ
る
（
以
下
同
じ
）。

（
14
）	

南細
部
利井
昭
監計
修編

『
奥
州
道
中
増
補
行
程
記
』〈
新
南
部
叢
書
特
装
版
〉（
東
洋
書
院
、
一
九
九
九
年
一
月
）
に
よ
る
。
後
掲
図
版
も
同
じ
。

（
15
）	『
分
間
絵
図
』
は
、
国
立
国
会
図
書
館
蔵
本
（
寄
別
五
―
四
―
三
―
六
）
に
よ
る
（
同
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
、
以
下
同
じ
）。

（
16
）	

深
井
甚
三
著
『
図
翁
遠
近
道
印　

元
禄
の
絵
地
図
作
者
』（
桂
書
房
、
一
九
九
〇
年
五
月
）。

（
17
）	『
玉
鉾
』
の
ほ
か
、
同
時
期
の
全
国
地
誌
『
日
本
鹿
子
』（
磯
貝
舟
也
著
、
元
禄
四
刊
）・『
日本

国
花
万
葉
記
』（
菊
本
賀
保
著
、
元
禄
十
年
五
月
刊
）

も
同
所
に
大
橋
あ
り
と
す
る
が
、『
日
本
鹿
子
』
の
後
編
『
本
朝
丸
鑑
』（
桃
隣
堂
著
、
元
禄
十
年
三
月
刊
）
巻
三
に
載
る
道
中
絵
図
に
は
、
橋
の
絵

は
無
く
「
今
は
舟
わ
た
し
」
と
注
記
す
る
。
同
資
料
は
江
戸
板
ゆ
え
に
、
先
行
す
る
『
国
花
万
葉
記
』（
大
坂
板
）
よ
り
も
正
確
で
あ
っ
た
か
。

（
18
）	

山
本
光
正
著
『
街
道
絵
図
の
成
立
と
展
開
』（
臨
川
書
店
、
二
〇
〇
六
年
六
月
）・
今
井
金
吾
監
修
『
道
中
記
集
成
』
全
四
十
四
巻
（
大
空
社
、

一
九
九
六
年
六
月
～
一
九
九
八
年
七
月
）
に
よ
る
。
な
お
、
山
本
氏
に
よ
れ
ば
、
完
成
度
の
高
い
『
分
間
絵
図
』
以
降
、
幕
末
に
至
る
ま
で
見
る
べ

き
街
道
絵
図
は
刊
行
さ
れ
な
か
っ
た
と
い
う
。

（
19
）	

な
お
、
各
巻
の
典
拠
利
用
の
内
訳
は
左
記
の
通
り
。

巻
一

巻
二

巻
三

巻
四

巻
五

合
計

『
玉
鉾
』

13

1

3

2

3

22

『
分
間
絵
図
』

0

3

6

7

6

22
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（
20
）	「
古
典
人
物
画
製
作
と
そ
の
背
景
」（
前
掲
『
上
方
風
俗
画
の
研
究
』
所
収
。
初
出
は
「
月
岡
雪
鼎
試
論
―
―
古
典
を
め
ぐ
る
絵
画
制
作
の
再
検
討
」

〔「
美
術
史
」
一
五
五
冊
、
美
術
史
学
会
、
二
〇
〇
三
年
十
月
〕）。

（
21
）	
同
注
９
。

（
22
）	
引
用
は
全
て
朝
倉
治
彦
監
修
『
国
花
万
葉
記
』
四
〈
古
板
地
誌
叢
書
４
〉（
す
み
や
書
房
、
一
九
七
一
年
一
月
）
に
よ
る
。

（
23
）	『
方
角
抄
』
の
引
用
は
、架
蔵
の
『
増
補
名
所
方
角
抄
』（
宝
永
四
〈
一
七
〇
七
〉
刊
）
に
よ
る
。
野
中
春
水
氏
に
よ
る
と
、『
方
角
抄
』
は
谷
岡
板
（
甲

類
）
ほ
か
、三
系
統
に
大
別
さ
れ
、増
補
版
（
寛
文
十
二
刊
）
は
こ
の
う
ち
甲
類
に
属
す
る
も
の
の
、か
な
り
の
誤
脱
・
異
同
が
見
ら
れ
る
と
い
う
（「
名

所
方
角
抄
雑
考
」〔「
武
庫
川
国
文
」
第
十
七
号
、
武
庫
川
女
子
大
学
国
文
学
会
、
一
九
八
〇
年
三
月
十
五
日
〕）。
引
用
部
の
「
宿
在
之
」
は
、
原
板

で
は
「
宿
在
也
」
と
な
っ
て
お
り
（
同
氏
「
対
校
「
名
所
方
角
抄
」
上
〔「
武
庫
川
国
文
」
第
二
十
九
号
、一
九
八
七
年
三
月
十
三
日
〕」）、『
名
勝
志
』

は
増
補
版
を
参
照
し
た
可
能
性
が
高
い
。

（
24
）	

こ
れ
は
『
万
葉
記
』
自
体
が
『
方
角
抄
』
の
影
響
を
強
く
受
け
て
い
る
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。

（
25
）	

承
久
の
乱
時
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
だ
が
、
こ
こ
に
引
用
さ
れ
る
詩
を
成
し
た
の
は
藤
原
光
親
で
な
く
、
宗
行
と
す
る
の
が
正
し
い
。

（
26
）	『
吾
妻
紀
行
』
は
柿
衞
文
庫
蔵
本
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
に
よ
っ
た
。

（
27
）	

鳥
飼
酔
雅
に
よ
る
道
中
記
の
類
本
の
ほ
か
は
、
高
野
幽
山
著
『
和
歌
名
所
追
考
』（
延
宝
元
〈
一
六
七
三
〉
頃
成
、
元
禄
九
〈
一
六
九
六
〉
頃
改
訂
）

巻
一
一
〇
に
立
項
さ
れ
る
の
を
知
る
の
み
。
同
書
は
従
来
の
歌
枕
以
外
の
名
所
も
採
録
し
た
名
所
和
歌
集
。

（
28
）	

前
者
は
藤
原
良
経
作
、『
玉
葉
和
歌
集
』（
京
極
為
兼
撰
、
正
和
元
〈
一
三
一
二
〉
成
）
な
ど
に
収
録
。
後
者
は
藤
原
知
家
作
、『
新
撰
六
帖
』（
寛

元
二
〈
一
二
四
四
〉
成
か
）
な
ど
に
収
録
。

（
29
）	

大
石
直
正
「
中
世
の
奥
羽
と
北
海
道
―
―
「
え
ぞ
」
と
「
日
の
も
と
」
―
―
」（
北
海
道
・
東
北
史
研
究
会
編
『
北
か
ら
の
日
本
史
』「
函
館
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
」〔
三
省
堂
、
一
九
八
八
年
五
月
〕）。

（
30
）	

浅
倉
有
子
「
蝦
夷
認
識
の
形
成
―
―
と
く
に
契
機
と
し
て
の
情
報
を
め
ぐ
っ
て
―
―
」（
同
氏
著
『
北
方
史
と
近
世
社
会
』〔
清
文
堂
出
版
、

一
九
九
九
年
二
月
〕）。

（
31
）	「
西
鶴
の
地
域
意
識
」（「
岩
手
医
科
大
学
教
養
教
育
研
究
年
報
」
第
四
九
号
〔
岩
手
医
科
大
学
教
養
教
育
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
一
四
年
十
二
月
二
十
五

日
〕）。
な
お
、『
日
本
鹿
子
』・『
国
花
万
葉
記
』
の
ど
ち
ら
も
そ
の
よ
う
な
構
成
を
と
ら
な
い
。

（
32
）	

吉
田
東
伍
著
『
増
補
版　

大
日
本
地
名
辞
書
』
第
八
巻
（
冨
山
房
、
一
九
八
五
年
五
月
）
の
ほ
か
、
野
田
寿
雄
「「
一
目
玉
桙
」
と
北
海
道
」（「
武
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蔵
野
文
学
」
15
〔
武
蔵
野
書
院
、
一
九
六
八
年
〕）・
秋
月
俊
幸
著
『
日
本
北
辺
の
探
検
と
地
図
の
歴
史
』（
北
海
道
大
学
図
書
刊
行
会
、
一
九
九
九

年
七
月
）
な
ど
を
参
照
。

（
33
）	
青
山
宏
夫
「
古
地
図
に
描
か
れ
た
想
像
世
界
」（『
日
本
史
と
環
境
―
―
人
と
自
然
―
―
』〈
環
境
の
日
本
史
１
〉〔
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
二
年

十
一
月
〕）。

（
34
）	

米
家
志
乃
布
「
地
図
か
ら
見
る
近
世
日
本
意
識
の
変
遷
と
「
蝦
夷
地
」」（
法
政
大
学
国
際
日
本
学
研
究
所
編
「
国
際
日
本
学
」
第
９
号
〔
法
政
大

学
国
際
日
本
学
研
究
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
一
二
年
三
月
三
十
日
〕）・
同
氏
「
近
世
日
本
図
の
北
辺
・「
蝦
夷
地
」
表
象
」（
𠮷
田
裕
編
「
文
学
」
第
十
六

巻
第
六
号
〔
岩
波
書
店
、
二
〇
一
五
年
十
一
月
二
十
五
日
〕）。

（
35
）	

同
注
34
。

（
36
）	

注
32
『
日
本
北
辺
の
探
検
と
地
図
の
歴
史
』
に
よ
る
。『
津
軽
一
統
志
』（
享
保
十
六
〈
一
七
三
一
〉
成
）
や
『
塩
尻
』（
天
野
信
景
著
、
元
禄
～
享

保
年
間
）
所
収
の
も
の
も
同
系
統
と
い
う
。

（
37
）	

同
注
11
。
前
述
の
通
り
、
同
氏
は
こ
れ
を
『
玉
鉾
』
の
影
響
下
に
あ
る
も
の
と
さ
れ
る
が
、『
名
勝
志
』
の
直
接
の
依
拠
資
料
を
そ
の
道
中
記
と
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
。
道
中
記
類
に
は
『
玉
鉾
』・『
名
勝
志
』
に
共
通
す
る
証
歌
（
先
引
「
天
津
空
…
」
な
ど
）
を
載
せ
ず
、
列
挙
さ
れ
る
松
前
の

名
物
に
し
て
も
、『
玉
鉾
』
を
そ
の
ま
ま
写
し
、『
名
勝
志
』
と
は
一
致
し
な
い
。
な
お
、
幸
安
の
写
図
の
成
立
年
か
ら
、
同
氏
は
こ
の
道
中
記
の
原

刊
を
、
享
保
頃
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

（
38
）	

同
注
11
北
構
氏
稿
に
よ
る
。

（
39
）	

実
物
は
未
見
。
た
だ
し
、
同
書
肆
の
蔵
版
目
録
を
付
し
た
無
刊
記
本
は
確
認
で
き
る
（
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
本
ほ
か
）。

（
40
）	

寛
政
年
間
（
一
七
八
九
～
一
八
〇
一
）
刊
行
の
、
菊
岡
沾
凉
に
よ
る
道
中
案
内
を
増
補
し
た
『
改
正
日
本
道
中
行
程
記
』
に
付
載
（
東
京
都
立
中

央
図
書
館
加
賀
文
庫
蔵
本
に
よ
る
）。

（
41
）	

書
名
は
内
題
に
よ
る
。
外
題
は
「
東
海
道
名
跡
図
会
」。「
開
板
御
願
書
扣
」
第
二
十
二
冊
（『
大
坂
本
屋
仲
間
記
録
』
第
十
七
巻
）
に
よ
る
と
寛
政

七
年
八
月
許
可
。「
板
木
総
目
録
株
帳
」（
寛
政
二
改
正
）・
同
（
文
化
九
改
正
）
の
双
方
（『
大
坂
本
屋
仲
間
記
録
』
第
十
二
・
十
三
巻
）
に
、
吉
文

字
屋
市
兵
衛
ほ
か
の
所
有
が
記
録
さ
れ
る
。

（
42
）	

中
村
幸
彦「
安
永
天
明
期
に
於
け
る
西
鶴
復
興
」（『
中
村
幸
彦
著
述
集
』第
五
巻〔
中
央
公
論
社
、一
九
八
二
年
八
月
〕）。
初
出
は「
小
説
阿
蘭
陀
流
」

（
京
都
帝
国
大
学
国
文
学
会
編
「
国
語
国
文
」
第
八
巻
第
四
号
、
弘
文
堂
書
房
、
一
九
三
八
年
四
月
二
十
日
）。
後
の
引
用
も
同
じ
。
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（
43
）	

同
時
期
の
上
方
に
お
い
て
、
西
鶴
本
な
ら
ず
と
も
似
た
よ
う
な
書
肆
の
戦
略
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
万
治
二
（
一
六
五
九
）
年
刊
の
、
世
界
の
「
万

国
」
を
紹
介
し
た
仮
名
草
子
『
異
国
物
語
』
を
改
題
刊
行
（「
異
国
鑑
」）
す
る
一
方
、
そ
れ
に
依
拠
す
る
別
本
『
画
本
国
見
山
』（
初
編
宝
暦
七
刊
、

二
編
明
和
七
〈
一
七
七
〇
〉
刊
）
を
出
版
し
た
大
坂
の
書
肆
千
種
屋
新
右
衛
門
の
事
例
が
証
し
て
い
る
（
小
林
ふ
み
子
「
近
世
日
本
の
異
国
絵
本
の

愉
楽
と
陥
穽
」〔
前
掲
注
34
「
文
学
」
第
十
六
巻
第
六
号
〕）。
元
と
な
る
資
料
の
挿
絵
を
用
い
て
、
改
め
て
絵
本
と
し
て
仕
立
て
る
と
い
う
点
も
見

事
に
一
致
す
る
。

（
44
）	

同
解
題
に
明
記
さ
れ
な
い
が
、
論
者
が
確
認
し
た
と
こ
ろ
万
屋
清
兵
衛
の
刊
記
を
有
す
る
（
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
蔵
本
に
よ
る
）。

（
45
）	

い
ず
れ
も
蓬
左
文
庫
尾
崎
久
弥
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
蔵
本
（
国
文
学
研
究
資
料
館
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
）
に
よ
る
。

（
46
）	

な
お
、
大
半
は
初
板
本
に
拠
っ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
こ
ち
ら
の
改
訂
本
の
絵
図
を
写
し
た
と
思
し
き
箇
所
が
二
箇
所
ほ
ど
（
巻
二
「
金
川
」・
巻
四

「
見
附
」）
あ
る
。

（
47
）	

な
お
、
今
の
と
こ
ろ
『
万
葉
記
』・『
方
角
抄
』
の
板
株
も
入
手
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
証
は
得
ら
れ
て
い
な
い
。
後
考
を
期
し
た
い
。

（
48
）	

先
に
示
し
た（
注
10
）よ
う
に
、影
響
に
関
し
て
は
既
に
八
木
敬
一
氏
に
指
摘
が
あ
り
、十
返
舎
一
九
作『
東
海
道
中
膝
栗
毛
』（
享
和
二〈
一
八
〇
四
〉

～
文
化
十
一
〈
一
八
一
四
〉
刊
）
の
前
半
（
初
編
～
五
編
）
に
『
名
勝
志
』
の
挿
絵
（
賛
を
含
む
）
が
利
用
さ
れ
て
い
る
報
告
が
あ
る
。

（
49
）	

矢
守
一
彦
「
鳥
瞰
図
史
考
」（
同
氏
『
古
地
図
と
風
景
』〔
筑
摩
書
房
、一
九
八
四
年
九
月
〕、初
出
は
「
鳥
瞰
図
考
」〔
京
都
大
学
地
理
学
教
室
編
『
地

理
の
思
想
』、
地
人
書
房
、
一
九
八
二
年
二
月
〕）。

（
50
）	『
扶
桑
名
勝
図
』
は
、「
い
わ
ゆ
る
「
日
本
三
景
」（
厳
島
・
天
橋
立
・
松
島
）
に
吉
野
山
を
加
え
た
四
名
所
の
詳
細
な
木
版
手
彩
色
画
に
、
福
岡
藩

儒
貝
原
益
軒
、
仙
台
藩
儒
佐
久
間
洞
巌
ら
の
解
説
を
付
し
た
も
の
で
、
京
都
の
書
肆
柳
枝
軒
（
小
川
多
左
衛
門
）
に
よ
っ
て
、
正
徳
三
年
か
ら
享
保

十
三
年
に
亙
り
刊
行
さ
れ
た
も
の
」（
川勝
平又
敏
文基

「『
扶
桑
名
勝
図
』
考
―
―
九
大
本
を
中
心
に
―
―
」〔
其
編
集
部
編
〔
兼
発
行
〕「
文
献
探
究
」
第
36
号
、

一
九
九
八
年
三
月
三
十
一
日
〕）。
こ
の
追
随
作
に
、
橘
守
国
画
の
『
摂
津
国
有
馬
山
勝
景
図
』（
寛
延
二
〈
一
七
四
九
〉
刊
）
が
あ
る
。

（
51
）	

小
野
忠
重
「
名
所
図
と
い
う
も
の
」（
同
氏
編
『
名
所
遊
覧
』〈
日
本
の
古
地
図
⑧
〉〔
講
談
社
、
一
九
七
六
年
十
二
月
〕）。

（
52
）	

仲
田
勝
之
助
『
絵
本
の
研
究
』（
美
術
出
版
社
、
一
九
五
〇
年
五
月
）。
か
く
述
べ
る
の
は
、
和
漢
故
事
説
話
の
図
説
『
画
典
通
考
』（
大
岡
晋
斎
著
、

享
保
十
二
〈
一
七
二
七
〉
刊
）
巻
二
・
三
所
載
の
、
本
邦
の
風
景
に
つ
い
て
で
、
守
国
が
手
が
け
た
絵
本
は
、
他
に
も
同
様
の
名
所
絵
を
多
く
含
む

だ
け
で
な
く
、
そ
れ
に
影
響
を
与
え
た
と
さ
れ
る
『
和
朝
名
勝
画
譜
』（
漱
石
子
画
、
享
保
十
七
刊
）
も
同
趣
向
と
述
べ
る
。
な
お
、『
画
典
通
考
』

以
外
の
三
書
と
も
大
本
。
こ
の
時
期
の
上
方
出
版
界
に
は
、
既
に
細
密
で
パ
ノ
ラ
ミ
ッ
ク
な
名
所
絵
が
準
備
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
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（
53
）	

前
掲
仲
田
氏
は
、
名
所
図
会
の
特
色
の
一
つ
と
し
て
、「
な
ほ
春
朝
斎
は
只
風
景
畫
の
み
の
單
調
に
流
る
ゝ
を
恐
れ
て
い
く
つ
か
隔を

き
に
人
物
の
大

畫
を
加
へ
て
變
化
あ
ら
し
め
」
た
点
を
指
摘
す
る
（
同
注
52
）。

（
54
）	
影
印
本
（
注
２
）
解
題
に
お
い
て
、
佐
佐
木
忠
慧
氏
も
「
東
海
道
名
所
図
絵
の
先
蹤
の
意
義
の
あ
る
こ
と
も
忘
れ
ら
れ
て
い
る
」
と
指
摘
さ
れ
る
。

（
55
）	
同
人
の「
江
戸
名
所
の
絵
」（
享
和
三〈
一
八
〇
三
〉刊
）を
さ
ほ
ど
下
ら
ぬ
時
期
の
刊
行
と
さ
れ
る（
内
田
欽
三「
鍬
形
蕙
斎
筆「
江
戸
一
目
図
屏
風
」

の
成
立
を
め
ぐ
っ
て
」〔
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
事
務
局
編
「
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
論
集
」
三
号
、サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
、一
九
八
八
年
十
二
月
二
十
日
〕）。

（
56
）	

鳥
飼
酔
雅
著
、
多
色
刷
折
本
一
帖
、
寛
政
七
〈
一
七
九
五
〉
刊
。
先
の
『
海
陸
』
と
は
別
図
。『
名
勝
志
』
に
付
さ
れ
る
証
歌
が
見
え
、
松
前
名
産

の
記
述
が
、『
玉
鉾
』
で
な
く
『
名
勝
志
』
に
一
致
す
る
こ
と
か
ら
、
明
確
に
『
名
勝
志
』
を
利
用
し
た
図
と
言
え
る
。
な
お
、
刊
年
不
明
な
が
ら
、

『
海
陸
』
の
図
を
多
色
刷
に
し
た
も
の
も
存
在
す
る
（
高
倉
新
一
郎
編
『
北
海
道
古
地
図
集
成
』〔
北
海
道
出
版
企
画
セ
ン
タ
ー
、一
九
八
七
年
九
月
〕・

成
田
修
一
編
『
蝦
夷
地
図
抄
』〔
沙
羅
書
房
、
一
九
八
八
年
十
二
月
〕）。

（
57
）	

そ
し
て
、
そ
れ
は
ま
た
蕙
斎
の
北
方
の
地
理
的
認
識
も
、
新
し
い
情
報
を
踏
ま
え
た
も
の
で
な
か
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。

	

さ
ら
に
、「
日
本
名
所
の
絵
」
の
、
西
方
の
空
に
沈
み
ゆ
く
月
に
つ
い
て
、
ヘ
ン
リ
ー
・
ス
ミ
ス
氏
は
、
や
は
り
蕙
斎
の
鳥
瞰
図
「
江
戸
名
所
の

絵
」
で
描
か
れ
る
日
の
出
と
対
応
す
る
も
の
と
捉
え
、「
つ
ま
り
蕙
斎
は
、
日
本
列
島
を
昇
る
朝
陽
の
目
で
見
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
ま
さ
に
日
本

0

0

と
い
う
名
前
と
、
こ
の
驚
嘆
す
べ
き
絵
は
一
体
と
な
っ
た
の
だ
」（「
鳥
瞰
図
の
構
造
」〔
朝
日
ジ
ャ
ー
ナ
ル
編
『
大
江
戸
曼
陀
羅
』、
朝
日
新
聞
社
、

一
九
九
六
年
五
月
〕）
と
指
摘
さ
れ
る
が
、
日
本
全
土
を
上
空
か
ら
一
画
面
に
収
め
た
、
こ
の
画
期
的
な
絵
図
の
（
鳥
瞰
図
的
図
様
の
）
歴
史
的
背

景
の
一
つ
で
あ
る
『
玉
鉾
』
が
、「
日
の
出

0

0

0

の
浜
」
を
そ
の
巻
頭
と
す
る
こ
と
も
ま
た
、
非
常
に
興
味
深
い
照
応
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

（
58
）	「
潜
龍
渓
」
は
秋
田
屋
良
介
の
雅
号
と
思
わ
れ
る
。
秋
田
屋
良
介
・
檜
皮
屋
善
作
の
刊
記
を
有
す
る
前
出
『
海
陸
』
後
印
本
（
神
戸
大
学
附
属
図
書

館
住
田
文
庫
蔵
本
）
に
、「
大
坂
書
林
潜
龍
渓

0

0

0

旅
書
板
行
目
録
」
が
付
載
さ
れ
、
潜
龍
渓

0

0

0

編
『
採
薬
便
利
早
引
和
名
集
』（
天
保
五
刊
、
内
藤
く
す
り

博
物
館
蔵
本
）
が
秋
田
屋
良
介
板
で
あ
る
こ
と
が
証
左
と
な
る
。

（
59
）	

そ
の
典
拠
た
る
『
玉
鉾
』
の
改
題
本
二
種
に
加
え
、図
様
の
共
通
性
が
顕
著
な
橘
守
国
の
絵
本
、『
本
朝
画
苑
』
の
改
題
本
も
『
名
物
詩
歌
図
会

0

0

』（
刊

年
不
明
）
と
名
付
け
ら
れ
る
事
実
も
、『
名
勝
志
』
が
「
名
所
図
会
」
な
る
発
想
に
連
な
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

（
60
）	

酔
雅
子
の
序
文
は
、「
一ひ

と
た
び度

巻ま
き

を
ひ
ら
け
ば
、宛あ

た
かも

面ま
の
あ
た
り

下
其そ

の
地ち

に
至い

た
れ
る
心こ

ゝ
地ち

し
て
想さ

う
ぞ
う像

を
も
ひ
や
る

に
た
へ
ざ
る
也
。」と
、そ
の
刊
行
意
図
を
述
べ
て
い
る
が
、

「
多
く
は
假
托
の
圖
に
し
て
地
理
に
益
あ
る
も
の
な
し
」（
間
宮
士
信
編『
編
輯
地
誌
備
用
典
籍
解
題
』（
文
政
六〈
一
八
二
三
〉序
）第
一
巻「
総
記
一
」）

な
ど
と
い
う
評
価
を
受
け
て
し
ま
う
の
で
あ
る
（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
編
『
大
日
本
近
世
史
料
』
63
〔
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
二
年
三
月
〕）。
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（
61
）	

近
世
地
誌
作
者
と
し
て
重
要
な
位
置
を
占
め
る
菊
岡
沾
凉
（
享
保
江
戸
座
の
俳
諧
師
）
の
作
品
を
求
板
し
て
い
た
こ
と
（『
藻
塩
袋
』
な
ど
）
や
、

彼
の
地
誌
的
な
要
素
を
有
す
る
諸
国
説
話
集
の
類
似
作
の
編
纂
（
拙
稿
「
近
世
説
話
の
生
成
一
斑　

―
―
『
諸
国
里
人
談
』・『
本
朝
俗
諺
志
』
と
地

誌
―
―
」〔「
成
城
国
文
学
」
25
、
成
城
国
文
学
会
、
二
〇
〇
九
年
三
月
二
十
三
日
〕）
な
ど
を
含
め
、
解
明
す
べ
き
問
題
は
多
い
が
、
そ
れ
に
つ
い

て
は
他
日
に
譲
る
。

〔
付
記
〕

	

　

本
稿
は
、法
政
大
学
国
際
日
本
学
研
究
所
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
近
世
日
本
に
お
け
る
北
方
イ
メ
ー
ジ
」（
二
〇
一
七
年
七
月
二
十
三
日
、於
法
政
大
学
）

に
お
け
る
研
究
発
表
「
近
世
中
期
諸
国
説
話
集
と
「
東
国
」」
の
一
部
に
基
づ
く
拙
稿
「
再
生
す
る
地
誌
―
―
『
東
国
名
勝
志
』
と
そ
の
依
拠
資
料

を
め
ぐ
っ
て
―
―
」（
国京

都
大
学
文
学
部

語
学
国
文
学
研
究
室
編
「
国
語
国
文
」
第
八
十
七
巻
第
四
号
〔
臨
川
書
店
、
二
〇
一
八
年
四
月
二
十
五
日
〕）
に
、
第
四
七
回
西
鶴

研
究
会
（
二
〇
一
八
年
八
月
二
十
八
日
、
於
清
泉
女
子
大
学
）
で
の
研
究
発
表
の
内
容
も
加
え
て
、
大
幅
な
加
筆
・
修
正
を
施
し
た
も
の
で
あ
る
。
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<ABSTRACT>

Illustrated Guide to Famous Sites Tōgoku Meishōshi and 
Geographical Description in the Genroku Period

MASHIMA Nozomu

Tōgoku Meishōshi (drawn by Tsukioka Settei, five volumes, authorʼs 

self-preface, no afterwards, and published in 1762), which is an illustrated 

book series and geographical description edited and published by an Ōsaka 

bookstore Kichimonjiya Ichibee, takes an important role in a history of 

geographical descriptions in the Early Modern Age, since it bridges the 

series “Guide to Famous Sites”, de facto monumental achievement of folklore 

topography in the Edo Period. However, it is clear that many of the pictures 

and descriptions depend on the geographical description, drawings and 

travel writing s of the Genroku Period. In this paper, we examined changes 

and development of the geographical descriptions in the Genroku Period 

focusing on relationships among Ihara Saikakuʼs Hitome Tamaboko, Ochikochi 

Dōinʼs Tōkaidō Bunkenezu, and Taniguchi Jūiʼs Azuma Kikō, which are the main 

reliance materials of that time. Further, through the analysis, we discussed 

one aspect of ordinary peopleʼs view against “Tōgoku” (literally eastern area 

in Japan) and mentioned that such a view aims to recognize unknown spaces 

rationally while they were still bounded by medieval sense of values. We 

conclude that Tōgoku Meishōshi is an extremely important work in the history 

of the geographical description of the Early Modern Period positioning in the 

development of the history of the bird's eye view-like figure of that time.
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